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【
要
約
】
葦
の
一
九
世
紀
・
イ
・
「
畠
嚢
」
研
窪
、
死
七
葦
・
だ
さ
れ
…
ガ
ル
の
説
を
忠
・
展
開
し
て
い
菟
ガ
ル
・
・
れ
ば
、
一

　
　
「
無
階
級
市
民
社
会
」
と
い
う
理
想
社
会
像
を
も
つ
、
一
九
世
紀
前
半
の
「
初
期
自
由
主
義
」
が
、
世
紀
中
葉
を
境
に
階
級
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
「
堕
落
」

　
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
ガ
ル
説
は
近
年
で
は
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
世
紀
中
葉
を
境
と
す
る
二
分
法
に
対
す
る
批
判
も
い
く
つ
か
だ

　
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
労
働
者
福
祉
と
い
う
観
点
か
ら
世
紀
中
葉
の
ド
イ
ツ
「
自
由
主
義
」
者
の
再
検
討
を
試
み
、
労
働
諸
階
級
福
祉
中

　
央
協
会
（
一
八
四
四
年
設
立
）
を
と
り
あ
げ
て
み
る
。
考
察
の
対
象
時
期
を
一
八
四
四
年
か
ら
一
八
五
八
年
ま
で
と
し
、
機
関
誌
で
あ
る
「
労
働
諸
階
級

　
福
祉
中
央
協
会
会
報
」
を
中
心
に
分
析
を
加
え
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
時
期
の
中
央
協
会
に
は
、
中
央
協
会
富
体
か
ら
、
地
方
協
会
、
そ
し
て
協
会
員
に

　
い
た
る
ま
で
、
「
無
階
級
市
畏
社
会
」
と
い
う
発
想
が
心
倒
し
て
見
ら
れ
た
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な
っ
た
。
　
　
　
史
林
七
三
巻
三
号
　
一
九
九
〇
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
「
自
由
主
義
」
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
は
、
そ
の
「
弱
さ
」
を
強
調
し
て
き
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ガ
ル
や
シ
ー
ア
ン
の
研
究
が
、
こ
う
し
た
状
況
に
一
つ
の
転
機
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
う
ち
、
の
ち
の
「
自
由
主
義
偏
研
究
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
の
は
、
一
九
七
五
年
の
ガ
ル
の
論
文
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ま
ず
こ
の
ガ
ル
説
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
ガ
ル
の
主
張
の
中
心
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
解
放
者
と
し
て
の
「
初
期
自
由
主
義
」
が
、
世
紀
中
葉
を
境
と
し
て
「
堕
落
」
し
た
と
す
る
点

に
あ
る
。
ガ
ル
に
よ
れ
ぽ
、
「
初
期
自
由
主
義
扁
は
、
「
無
階
級
市
民
社
会
」
匹
霧
ω
①
巳
。
器
じ
ヴ
旨
σ
疑
Φ
お
Φ
ω
①
房
。
げ
ρ
諏
と
い
う
理
想
像
を
い
だ
い

て
い
た
。
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
が
身
分
制
の
枠
組
内
で
の
自
立
的
な
市
民
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
り
だ
さ
れ
る
、
市
民
だ
け
の
均
質
な
社
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会
の
こ
と
を
い
う
。
だ
が
、
三
月
革
命
を
頂
点
と
す
る
一
八
四
〇
年
代
の
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、
こ
の
理
想
像
と
は
別
の
方
向
に
社
会

が
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
に
対
す
る
「
自
由
主
義
」
者
の
反
応
と
し
て
、
ガ
ル
は
、
独
断
主
義
、
日
和
見
主
義
お
よ
び

改
良
主
義
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
独
断
主
義
は
、
社
会
と
経
済
の
「
間
違
っ
た
発
展
」
の
原
因
を
官
僚
的
国
家
に
よ
る
部
分
的
な
社
会
・
経

済
の
近
代
化
に
求
め
る
立
場
、
日
和
見
主
義
は
、
「
初
期
自
由
主
義
」
の
社
会
像
を
す
て
、
現
状
へ
の
干
渉
を
認
め
な
い
立
場
、
そ
し
て
改
良

主
義
は
、
そ
の
支
持
層
は
狭
い
が
、
「
無
階
級
市
民
社
会
」
を
維
持
し
つ
つ
、
社
会
政
策
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
る
立
場
を
さ
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
移
行
期
の
立
場
は
「
自
由
主
義
」
全
体
に
浸
透
し
え
ず
、
「
自
由
主
義
」
は
、
単
な
る
階
級
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
そ
し
て
階
級
政
党
に
堕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

落
し
た
と
ガ
ル
は
指
摘
す
る
。

　
ま
た
、
シ
！
ア
ン
は
、
一
九
七
八
年
に
、
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
「
自
由
主
義
」
に
関
す
る
著
作
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
著
作
で
、
シ
ー
ア
ン

は
、
国
家
に
敵
対
的
態
度
を
取
り
な
が
ら
も
、
秩
序
維
持
の
役
割
を
割
り
当
て
、
ま
た
民
衆
に
支
持
基
盤
を
求
め
な
が
ら
も
、
恐
怖
す
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

う
態
度
が
、
ド
イ
ツ
「
自
由
主
義
」
者
に
一
貫
し
て
み
ら
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　
シ
ー
ア
ソ
や
ガ
ル
は
、
政
治
的
に
は
反
封
建
主
義
・
反
国
家
、
経
済
的
に
は
自
由
放
任
と
い
っ
た
、
通
念
的
な
理
想
「
自
由
主
義
」
像
を
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

準
と
す
る
、
ド
イ
ツ
「
自
由
主
義
」
評
価
か
ら
の
脱
却
を
は
か
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
か
わ
り
、
彼
ら
は
、
時
代
ご
と
の
「
自
由
主

義
」
者
に
つ
い
て
の
分
析
を
積
上
げ
た
う
え
で
、
新
た
な
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
「
自
由
主
義
」
像
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
ガ
ル
や
シ
ー
ア
ン
の
研
究
を
う
け
て
、
七
〇
年
代
後
半
か
ら
、
ド
イ
ツ
「
自
由
主
義
」
研
究
は
一
つ
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
こ

で
は
ガ
ル
説
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
、
実
証
研
究
の
積
上
げ
に
よ
っ
て
新
た
な
「
自
由
主
義
」
像
の
構
築
を
め
ざ
す
態
度

が
そ
う
し
た
研
究
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
八
○
年
代
に
な
る
と
、
ガ
ル
説
は
、
ゼ
ダ
テ
ィ
ス
に
よ
っ
て
西
南
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
検
証
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
「
自
由
主
義
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
つ
い
て
の
定
説
と
な
っ
た
と
い
っ
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
。

　
近
年
の
研
究
で
は
、
一
つ
の
傾
向
と
し
て
、
従
来
の
研
究
で
は
正
面
か
ら
あ
っ
か
わ
れ
な
か
っ
た
、
「
自
由
主
義
」
者
の
労
働
者
福
祉
活
動
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⑨

の
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
無
階
級
市
民
社
会
」
実
現
の
た
め
に
、
「
自
由
主
義
」
者
が
、
ど
の
よ
う
に
労
働
者
に
対
処
し
、
彼
ら

を
市
民
に
か
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
か
が
、
関
心
の
対
象
と
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
民
衆
に
対
す
る
「
自
由
主
義
」
者
の
態
度
に
つ

い
て
の
シ
ー
ア
ン
の
指
摘
も
、
こ
う
し
た
関
心
を
喚
起
し
た
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
も
、
労
働
者
福
祉
と
い
う
観
点
か
ら
新
た
な
ド
イ
ツ
「
自

由
主
義
」
像
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
一
方
、
ガ
ル
説
に
対
し
て
、
そ
の
構
想
全
体
に
か
か
わ
る
批
判
が
い
く
つ
か
な
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
モ
ム
ゼ
ン
が
、
一
九
七
八
年
の
論
文
に
お
い
て
、
二
つ
の
点
か
ら
ガ
ル
説
の
批
判
を
試
み
て
い
る
。
ガ
ル
が
「
初
期
自
由
主
義
」
に

つ
い
て
、
社
会
的
利
害
を
無
視
し
、
理
想
化
し
て
い
る
と
い
う
の
が
第
一
点
で
あ
り
、
世
紀
中
葉
の
二
分
法
で
は
な
く
、
連
続
性
を
強
調
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

き
で
あ
る
と
い
う
の
が
第
二
点
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
一
九
八
八
年
に
、
ラ
ン
ゲ
ヴ
ィ
ー
シ
ェ
が
、
一
九
世
紀
か
ら
現
在
ま
で
を
扱
っ
た
ド
イ
ツ
「
自
由
主
義
」
の
通
史
に
お
い
て
、
新

た
な
観
点
か
ら
ガ
ル
説
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
ラ
ン
ゲ
ヴ
ィ
ー
シ
ェ
は
、
「
初
期
自
由
主
義
」
が
、
「
無
階
級
市
民
社
会
」
を
理
想
と

す
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
。
一
方
、
世
紀
中
葉
以
降
の
「
自
由
主
義
」
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
点
か
ら
単
純
に
「
堕
落
」
し
た
の
で
は
な
い
と

指
摘
す
る
。
こ
れ
は
、
第
一
に
、
こ
の
時
期
の
「
自
由
主
義
」
が
階
級
イ
デ
オ
ロ
ギ
1
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
自
立

的
な
市
民
と
い
う
理
想
は
　
「
自
由
主
義
」
政
党
に
と
っ
て
伝
統
の
重
荷
と
し
て
残
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
ラ
ン
ゲ
ヴ
ィ
ー
シ
ェ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

「
自
由
主
義
」
の
変
化
を
認
め
つ
つ
も
、
ガ
ル
が
指
摘
す
る
世
紀
中
葉
に
お
け
る
断
絶
は
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
こ
う
し
た
議
論
を
ふ
ま
え
、
新
た
な
ド
イ
ツ
「
自
由
主
義
」
像
を
構
築
し
て
い
く
の
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
の
出
発

点
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
ガ
ル
が
「
堕
落
」
へ
の
移
行
期
と
す
る
一
九
世
紀
中
葉
に
焦
点
を
あ
て
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
期
の
ド
イ
ツ

「
自
由
主
義
」
者
の
分
析
に
よ
っ
て
、
そ
の
前
後
の
時
期
へ
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
が
ひ
ら
か
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
世
紀
中
葉
の
「
自
由
主
義
」
者
の
労
働
者
福
祉
活
動
を
見
て
い
く
た
め
に
、
一
八
四
四
年
に
設
立
し
た
、
お
も
に

「
自
由
主
義
」
者
と
評
価
さ
れ
る
人
々
か
ら
な
る
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
（
以
下
中
央
協
会
と
略
）
O
Φ
⇔
＃
巴
く
曾
。
営
愚
盲
q
琴
芝
。
巳
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鳥
鶏
鴛
ぴ
O
搾
O
⇔
匹
Φ
昌
丙
げ
。
。
器
⇔
を
と
り
あ
げ
る
。

①
　
ド
イ
ツ
「
自
由
主
義
」
の
「
弱
さ
」
を
強
調
す
る
研
究
と
し
て
次
の
文
献
が
あ

　
る
。

　
局
幽
○
・
ω
㊦
＝
、
b
鳶
目
ミ
偽
q
織
爵
蹴
馬
肋
b
馬
袋
騎
噺
｝
恥
§
卜
帖
9
恥
ミ
鶏
恥
ミ
画
瘍
㌧
一
Φ
㎝
Q
Q
㌔
b
o
．
〉
霞
ゆ
・
、

　
H
り
C
Q
一
㎞
＜
r
、
．
一
W
自
ω
ω
旨
P
昌
嵩
、
N
信
弓
Ω
O
ω
O
げ
一
〇
げ
叶
O
α
⑦
o
◎
傷
Φ
拓
け
の
0
7
①
P
］
U
一
げ
O
H
伊
瓢
ω
筥
唱
賦
レ

　
ぎ
お
こ
p
箒
巨
鼠
窪
し
『
ミ
恥
ミ
戸
田
§
N
ミ
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瞳
ミ
b
α
．
H
。
。
⑤
一
ま
。
。
勤
搾
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〔
｝
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哨
即
ぴ
①
5
ω
件
円
融
｝
（
叶
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℃
尻
O
σ
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〇
ヨ
①
鳥
①
ω
O
Φ
自
↓
G
噂
0
7
Φ
渇
　
い
一
σ
Φ
属
望
凱
◎
謄
凶
巨
犀
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一
き
一
り
■
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皆
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①
昌
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§
計
じ
σ
9
ド
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0
8
N
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§
や

　
ミ
ミ
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O
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§
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砧
§
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ミ
黛
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ぬ
肋
　
恥
馬
帖
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N
　
的
ら
神
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N
碗
恥
l
b
馬
N
讐
軸
砺
昏
壽
勲
一
Φ
⑦
α
嚇
　
目
■
ω
〇
一
望
①
α
O
さ
　
H
）
凶
¢
丙
ユ
ω
①

　
鳥
O
ω
σ
郎
憎
σ
Q
O
ユ
凶
O
げ
①
欝
い
一
σ
O
門
P
凱
ち
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旨
質
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一
嵩
”
ぽ
①
脱
o
o
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的
ミ
亀
馬
§
謡
載
O
価
軌
馬
馬
㌃
職
為
ミ

　
斗
に
§
苫
織
恥
、
画
ミ
窮
馬
や
・
恥
唾
N
馬
詩
㌧
砺
馬
謹
翫
鳶
§
畿
．
裳
喚
　
O
馬
恥
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弾
執
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詩
鷺
　
職
馬
砺
N
℃
●
　
a
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賊
恥
9

　
旨
壽
碁
ミ
ミ
ミ
β
山
霧
。
。
・
（
邦
訳
、
岡
部
健
彦
訳
『
転
換
期
の
瞬
家
と
社
会
　
　
一

　
九
．
工
○
世
紀
史
研
究
』
置
文
社
、
　
一
九
八
三
年
。
）

　
　
こ
う
し
た
「
自
由
主
義
」
解
釈
に
つ
い
て
は
、
D
・
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ン
、
G
・

　
イ
リ
ー
『
現
代
歴
史
叙
述
の
神
話
　
　
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
　
　
』
晃
洋
書
房

　
　
（
望
田
幸
男
訳
）
、
一
九
八
三
年
、
二
九
頁
i
五
〇
頁
、
参
照
。

②
じ
Ω
巴
r
¢
9
声
募
ヨ
湧
質
＆
こ
σ
貯
σ
q
巽
嵩
。
冨
Ω
。
ω
①
一
瓢
。
冨
津
、
、
●
N
師

　
0
7
ρ
民
9
ド
叶
Φ
「
帽
コ
島
国
嵩
ジ
〈
一
〇
】
畠
昌
臣
吸
α
①
H
ζ
び
①
巴
薗
一
〇
ロ
b
d
O
妄
O
o
q
臨
昌
o
q
⇒
回
旧
）
O
O
け
m
2
H
－

　
一
帥
昌
ロ
㌔
一
P
”
　
ミ
箋
O
急
募
ら
》
鴨
　
N
馬
帖
騎
ら
き
憶
ミ
、
　
ω
伽
‘
b
コ
ト
⊃
O
℃
H
㊤
日
窃
㎞
　
一
．
旨
ω
7
0
0
7
P
コ
ヤ

　
O
恥
§
§
隷
ト
き
馬
着
ミ
恥
博
多
軌
鵠
暮
四
二
9
四
ミ
爲
ミ
詠
聴
“
．
§
h
鳶
、
ド
㊤
績
G
。
’
　
ガ
ル
に
よ
る

　
　
「
自
由
主
義
」
研
究
と
し
て
、
　
ほ
か
に
次
の
文
献
が
あ
る
。
　
O
巴
r
U
窪

　
鳥
①
＝
仲
ω
O
げ
O
］
U
一
σ
O
境
撃
ρ
鼠
。
◎
ヨ
自
ω
N
♂
く
凶
ω
0
7
0
昌
閃
O
く
O
一
霞
自
O
謬
鐸
鵠
α
剛
西
．
O
一
〇
7
ω
σ
q
『
離
鵠
鳥
鐸
コ
α
q
℃

　
一
コ
”
緊
帖
無
O
篭
恥
q
｝
馬
N
鼠
騎
q
き
曳
ミ
「
切
α
．
塾
o
b
o
Q
o
㌧
H
ゆ
圃
㊤
勤
　
儒
①
脱
。
っ
．
℃
　
国
一
コ
｝
①
一
陣
二
又
σ
q
噛
　
一
謁
”

　
（
…
O
諺
．
（
旧
茜
・
ソ
ト
等
馬
ミ
職
恥
ミ
～
轟
Q
。
．
㌧
臼
，
副
く
．
》
【
鮎
こ
一
り
C
。
9
シ
ー
ア
ン
に
よ
る
「
自

　
由
主
義
」
研
究
と
し
て
、
ほ
か
に
次
の
文
献
が
あ
る
。
ω
冨
警
p
鍋
凱
σ
鶏
9
冴
臼

　
器
島
跨
①
。
詫
望
ヨ
註
房
8
g
陣
7
8
昌
ε
曙
○
・
§
霧
ざ
ぎ
閃
、
蕊
藁
㌔
義
§
き

　
昌
9
q
ポ
一
り
圃
同
㎞
α
0
4
U
一
σ
Φ
冠
拶
獄
臼
昌
β
嵩
α
ω
0
9
0
θ
嘱
一
昌
O
O
械
目
即
鵠
《
、
H
c
Q
一
α
一
一
Q
Q
蒔
Q
Q
蟻

　
」
d
寒
慢
と
窺
N
鼠
§
糺
馬
ミ
騨
　
韓
無
O
透
℃
　
ノ
、
O
一
凸
戯
伊
H
り
圃
G
◎
…
　
島
O
こ
　
℃
P
H
け
O
お
　
く
O
凱
澄

　
ρ
昌
二
ω
叶
帥
四
¢
ω
O
日
O
H
O
ゆ
⑦
O
亀
O
欝
ω
O
嵩
叶
げ
O
H
Φ
一
9
証
O
昌
ω
げ
一
℃
σ
㊦
け
毛
①
O
昌
顕
ぴ
①
圏
㊤
一

　
け
『
O
ロ
σ
q
ぴ
け
9
二
俄
ρ
O
鉱
O
づ
圃
口
く
O
『
日
蝕
吐
斜
一
昌
”
出
．
L
q
’
＜
『
O
げ
一
〇
月
（
7
σ
q
．
）
」
恥
O
斡
帖
斜
㍗

　
偽
戸
口
窃
為
帖
も
｝
“
い
鳶
ミ
も
誉
．
．
効
馬
恥
騎
“
壽
蔑
ミ
蒸
楠
野
唱
窮
沁
O
恥
ミ
＆
恥
鳶
恕
亀
嵩
N
g
　
O
恥
驚
臨
ミ
恥
監

　
馬
黛
恥
一
り
刈
野

③
O
巴
ご
搭
胡
畢

④
ω
ぎ
。
冨
7
δ
刈
◎
。
◆

⑤
　
　
「
は
じ
め
に
」
註
①
で
あ
げ
た
文
献
は
、
ほ
ぼ
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
ド
イ
ツ

　
　
「
自
由
主
義
」
を
評
価
し
て
い
る
。

⑥
次
の
よ
う
な
文
献
が
近
年
だ
さ
れ
て
い
る
。
　
♂
＜
．
い
鼠
。
巳
ヨ
。
・
⑦
戸
U
曾

　
価
Φ
ロ
叶
o
o
O
ゲ
Φ
　
U
一
σ
O
H
固
嵐
ω
m
口
儲
ω
　
N
’
＜
一
じ
り
O
げ
O
嵩
　
こ
開
一
毘
ω
ω
0
藁
囲
〇
ω
¢
『
　
し
u
鶴
「
σ
q
㊦
腕
α
Q
O
し
降
Φ
崔
l

　
G
o
O
7
ρ
鴨
け
噺
隔
鵡
コ
ユ
こ
O
吋
σ
q
㊤
コ
一
総
①
税
け
⑦
旨
H
（
9
℃
津
ρ
一
陣
ω
ヨ
β
ω
隔
．
■
N
口
①
一
コ
凶
σ
q
⑦
P
口
①
鐸
O
殴
⑦
昌

　
い
一
げ
O
目
帥
＝
o
σ
ヨ
凄
し
摩
一
口
仲
O
同
b
『
O
鹸
ρ
叶
｛
O
口
①
嵩
b
一
コ
一
〇
恥
恥
も
｝
帖
も
毎
鳶
穐
ミ
斡
戚
O
馬
肋
恥
畿
恥
“
浮
ミ
」
膳
－
押

　
一
Φ
“
Q
◎
…
ピ
■
O
騨
＝
（
げ
σ
q
．
）
”
卜
竹
工
ミ
昌
識
辺
｝
竃
務
、
ω
〈
①
コ
〈
。
〉
儲
山
こ
一
り
Q
Q
切
恥
一
）
■
い
印
P
α
q
O
－

　
宅
一
①
ω
0
7
ρ
卜
画
ひ
馬
惹
ミ
鎗
嵩
楠
畠
一
書
b
ミ
轟
防
偽
凄
、
額
隷
3
同
㊤
G
Q
G
◎
鞠
　
O
Φ
「
ω
。
（
7
σ
q
．
）
、
卜
帖
“
や
ミ
ー

　
勘
蝕
嵩
黛
恥
隠
ζ
嵐
b
噂
　
旨
瀞
き
一
掬
匿
繋
馬
ミ
、
　
贈
り
○
◎
Q
Q
㎞
　
H
〈
噂
蛮
O
一
一
、
　
Q
二
月
H
P
目
け
営
P
⇔
昌
、
　
鼠
璽

　
く
O
島
田
鵠
匹
①
弓
．
（
げ
σ
q
．
）
㌧
恥
O
青
馬
袋
N
馬
唖
卜
＆
ミ
§
鳶
象
詫
§
勲
一
Φ
O
g
O
…
≦
●
ω
0
二
一
①
ユ
①
門
（
げ
σ
q
・
y

　
卜
帆
守
鴨
ミ
咽
翫
隔
壁
袋
角
豊
い
職
馬
噛
O
恥
恥
ミ
冴
昏
酔
慧
織
馬
動
亀
ミ
“
騎
鳥
壽
ミ
い
ぎ
三
白
恥
唾
㌍
O
恥
㊤
ら
為
軌
ら
壽
馬
馬

　
ま
§
翫
O
馬
防
ミ
㌃
隔
心
ミ
㌧
い
O
嵩
駄
ミ
惑
ミ
澄
一
㊤
○
○
ω
…
蛮
曜
く
O
ユ
警
回
O
①
び
欝
昏
ミ
O
織
馬
唖

　
勘
ミ
嚇
黛
8
。
吻
防
勘
謡
“
阿
亀
馬
い
ト
画
⇔
免
憶
高
ミ
鴇
｝
嵩
“
恥
～
切
神
屋
遮
．
恥
四
駅
共
起
戸
籍
薄
恥
h
｝
郷
惹
画
ら
と
良
一
次
萄
ミ
陶
騎
一

　
蔑
魯
ミ
ミ
ぽ
富
ミ
駐
ヒ
N
§
払
O
Q
。
ご
餌
■
o
り
①
多
望
ρ
卜
帖
富
ミ
駐
§
．
δ
ミ
ミ
ミ
矯
ミ
ー

　
零
ミ
寿
凡
起
工
職
駄
ミ
恥
h
、
絵
馬
袋
騎
“
斎
ミ
醤
鉢
　
§
ミ
向
き
息
㍗
噛
ミ
～
駄
偽
鶏
防
恥
鳶
砺
ミ
蕊
偽
》
q
起
磯
愚
－

　
覧
帖
O
訟
恥
起
乱
馬
、
　
N
い
画
⇔
偽
§
N
焼
恥
単
葉
自
恥
　
裳
壽
匙
　翫
画
恥
　
さ
噛
軌
恥
　
織
恥
い
　
魯
塁
間
8
C
馬
曳
｝
恥
　
軌
ミ
胴
　
嵐
矯
．
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斎
｝
§
§
§
曇
一
Φ
諺
．
ほ
か
に
も
、
男
美
嚢
。
に
よ
る
南
ド
イ
ツ
（
一
九
八
　
年
）
、

い
。
①
に
よ
る
バ
ー
ゲ
ン
（
一
九
八
○
年
）
、
そ
し
て
〉
罷
㊦
ロ
｝
6
崩
に
よ
る
シ
ュ

　
ル
ツ
ェ
ー
ー
デ
ー
リ
ッ
チ
ュ
（
一
九
八
四
年
）
に
つ
い
て
の
著
作
が
あ
る
。

⑦
ω
⑦
審
鉱
ρ
p
p
ρ

⑧
た
と
え
ば
、
フ
ォ
ア
レ
ン
ダ
ー
は
、
一
九
八
七
年
の
論
文
集
の
序
論
に
お
い
て
、

　
ほ
ぼ
ガ
ル
説
に
よ
っ
て
、
　
九
世
紀
「
自
由
主
義
」
史
を
述
べ
て
い
る
。
鷺
・
＜
。
7

　
蘇
民
。
さ
口
㌶
診
。
ぴ
島
興
脱
げ
①
鑓
冨
饗
霧
ε
粛
。
乙
。
ざ
σ
Q
℃
U
o
簿
弓
σ
q
窪
ω
①
ぎ
。
。
。

三
ω
8
留
。
H
歪
H
峯
a
①
「
α
q
雪
σ
q
の
し
『
α
2
ω
。
（
一
9
σ
q
．
）
」
ρ
．
鐸
ρ
層
ω
．
り
I
G
。
幽
．

⑨
　
た
と
え
ば
、
鼠
9
ご
↓
蜀
募
ヨ
㊤
昌
斜
く
〇
二
餌
翰
墨
（
騨
σ
貸
・
Y
9
・
P
O
．
…
ピ
窪
σ
q
？

乱
。
ω
。
出
る
．
p
O
．
参
照
。

⑩
竃
。
ヨ
旨
・
。
雪
㌧
糟
鐸
○
．

⑪
冒
護
①
三
。
ω
。
ぎ
る
』
．
ρ

⑫
　
敢
近
の
ド
イ
ツ
「
自
由
主
義
」
に
つ
い
て
の
邦
語
文
献
と
し
て
、
南
直
人
「
ボ

　
イ
ツ
『
初
期
』
自
由
主
義
と
そ
の
社
会
的
基
盤
ー
ハ
ソ
バ
ヅ
ハ
祭
を
中
心
に
」

　
『
西
洋
史
学
』
C
X
L
I
、
1
9
8
6
年
、
が
あ
る
。

ドイツ三月革命前後の労働諸階級福祉中央協会（北村）

第
一
章
問
題
の
所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
中
央
協
会
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
成
立
か
ら
解
散
ま
で
の
中
央
協
会
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
そ
の
組
織
を
手
短
に
の
べ
て
お
く
。

　
中
央
協
会
は
、
一
八
四
四
年
、
ド
イ
ツ
関
税
岡
盟
博
覧
会
を
き
っ
か
け
に
、
ベ
ル
リ
ン
で
成
立
し
た
。
そ
の
後
三
月
革
命
期
を
の
ぞ
い
て
、

一
八
七
〇
年
代
ま
で
、
目
立
っ
た
活
動
を
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
小
規
模
な
活
動
状
況
の
変
化
は
そ
の
あ
い
だ
に
も
あ
る
。
五
〇
年
代
初

期
に
組
織
の
再
編
成
が
行
わ
れ
、
ま
た
五
〇
年
代
末
に
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
な
ど
で
開
か
れ
た
国
際
福
祉
会
議
へ
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
定
期
的
な
活
動
が
め
ざ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
一
八
七
一
年
の
ド
イ
ツ
帝
国
建
設
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
中
央
協
会
は
大
き
く
飛
躍
す
る
。
こ
の
時
規
約
が
改
正
さ
れ
、
中
央
協
会
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

領
域
が
、
そ
れ
ま
で
の
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら
ド
イ
ツ
帝
国
全
土
に
拡
大
す
る
。
　
一
八
七
一
年
ま
で
二
〇
〇
人
前
後
に
す
ぎ
な
か
っ
た
協
会
員
数
が
、

プ
ロ
イ
セ
ン
以
外
の
諸
邦
か
ら
の
加
入
者
に
よ
っ
て
急
増
し
、
一
九
〇
四
年
に
は
最
高
の
一
〇
六
七
人
を
記
録
す
る
ま
で
に
な
る
。
ま
た
、
各

地
の
商
業
会
議
所
、
企
業
、
そ
し
て
市
参
事
会
が
、
団
体
と
し
て
加
入
し
、
社
会
政
策
学
会
な
ど
他
の
同
種
の
団
体
と
も
密
接
な
関
係
を
も
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
帝
政
期
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
中
央
協
会
は
活
動
を
続
け
た
。
最
終
的
に
、
中
央
協
会
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
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の
一
九
一
六
年
に
解
散
し
た
の
で
あ
る
。

　
機
関
誌
は
、
一
八
四
八
年
か
ら
「
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
会
報
」
（
以
下
「
会
報
」
と
略
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
行
さ
れ
た
。
一
八
五
八

年
か
ら
は
名
称
が
「
プ
ロ
イ
セ
ン
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
雑
誌
」
（
以
下
「
雑
誌
」
と
略
）
に
変
更
さ
れ
、
定
期
的
に
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に

一
八
六
三
年
に
「
労
働
者
の
友
」
へ
再
度
名
称
変
更
し
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
で
解
散
ま
で
発
行
し
続
け
た
。

　
次
に
、
中
央
協
会
の
組
織
に
つ
い
て
お
さ
え
て
お
く
。
協
会
業
務
の
お
も
な
担
い
手
は
、
ベ
ル
リ
ン
出
身
者
か
ら
選
出
さ
れ
る
九
人
の
役
員

と
ベ
ル
リ
ン
か
ら
十
八
人
、
プ
戸
イ
セ
ソ
の
他
の
地
域
か
ら
十
八
人
が
選
出
さ
れ
る
委
員
で
あ
る
。
役
員
の
な
か
か
ら
協
会
長
な
ど
が
選
繊
さ

れ
る
。
協
会
長
の
も
と
、
役
員
・
委
員
会
が
開
か
れ
、
協
会
の
業
務
を
協
議
す
る
。
ま
た
毎
年
定
例
総
会
が
開
か
れ
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
総

会
が
召
集
さ
れ
る
。
　
一
方
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
各
地
方
に
は
、
地
方
協
会
が
設
立
さ
れ
、
具
体
的
な
福
祉
活
動
の
担
い
手
と
な
る
。
中
央
協
会
は

地
方
協
会
に
援
助
を
与
え
、
地
方
協
会
は
中
央
協
会
と
の
連
絡
を
保
つ
が
、
地
方
協
会
の
自
立
性
は
原
則
と
し
て
維
持
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
一
九
世
紀
に
は
、
中
央
協
会
の
協
会
長
に
官
僚
ボ
ル
ネ
マ
ソ
（
一
八
四
四
年
～
四
五
年
）
、
官
僚
フ
ォ
ン
・
フ
ィ
ー
パ
ー
ソ
（
一
八
四
五
年

～
四
九
年
）
、
官
僚
レ
ッ
テ
（
一
八
四
九
年
～
六
八
年
）
、
そ
し
て
教
授
グ
ナ
イ
ス
ト
（
一
八
六
八
年
～
九
五
年
）
が
就
任
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
ド
イ
ツ

史
の
他
の
分
野
で
も
有
名
な
人
物
と
い
っ
て
よ
い
。
ほ
か
に
も
多
く
の
著
名
人
が
、
中
央
協
会
に
参
加
し
て
い
る
。
本
稿
で
扱
う
時
期
に
つ
い

て
い
く
人
か
あ
げ
て
み
る
と
、
官
僚
フ
ォ
ン
・
パ
ー
ト
ウ
や
フ
ォ
ン
・
レ
ー
デ
ン
、
学
者
揖
ー
ト
ベ
ル
ト
ゥ
ス
、
社
会
改
革
者
フ
ー
バ
ー
や
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ユ
ル
ツ
ェ
H
デ
ー
リ
ッ
チ
ュ
、
教
育
者
デ
ィ
…
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
、
企
業
家
ハ
ル
コ
ル
ト
と
い
っ
た
人
々
が
中
央
協
会
に
参
加
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
央
協
会
に
つ
い
て
は
、
近
年
ま
で
十
分
な
研
究
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
従
来
、
本
格
的
に
中
央
協
会
を
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

り
上
げ
た
研
究
は
、
設
立
か
ら
三
月
革
命
直
前
ま
で
の
時
期
を
扱
っ
た
N
・
シ
ュ
テ
ィ
ー
ベ
ル
の
一
九
二
二
年
の
学
位
論
文
の
み
で
あ
る
。
こ

の
研
究
も
含
め
、
従
来
の
中
央
協
会
に
対
す
る
一
般
的
な
評
価
は
、
労
働
者
福
祉
に
何
ら
成
果
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
最
初
は
大
き
な
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

待
を
も
っ
て
は
じ
ま
っ
た
が
、
結
局
は
失
敗
し
た
試
み
」
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
、
近
年
、
J
・
ロ
イ
レ
ッ
ケ
が
、
一
九
八
三
年
の
著
作
に
お
い
て
、
一
八
四
四
年
か
ら
五
〇
年
代
初
期
に
か
け
て
の
中
央
協
会
に
つ
い
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⑦

て
、
二
つ
の
観
点
か
ら
再
評
価
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
一
つ
は
、
ガ
ル
が
指
摘
す
る
ド
イ
ツ
「
初
期
自
由
主
義
」
の
典
型
と
し
て
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
、
中
央
協
会
を
、
「
社
会
改
革
の
特
攻
隊
」
と
し
て
、
の
ち
の
社
会
改
革
諸
団
体
へ
発
展
し
て
い
く
活
動
を
行
っ
た
と
し
て
、
一
九

世
紀
の
市
民
的
社
会
改
革
の
は
じ
ま
り
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
観
点
の
う
ち
、
ロ
イ
レ
ッ
ケ
の
評
価
の
重
点
は
、
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

か
に
後
者
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
ロ
イ
レ
ッ
ケ
の
主
張
を
整
理
し
よ
う
。

　
ロ
イ
レ
ッ
ケ
は
、
こ
の
時
期
の
中
央
協
会
の
活
動
を
社
会
改
革
の
歴
史
の
中
の
「
学
習
の
年
月
」
と
位
置
づ
け
る
。
つ
ま
り
、
パ
ウ
ペ
リ
ス

ム
ス
（
大
衆
貧
困
問
題
）
と
い
う
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
た
当
時
の
状
況
の
な
か
、
中
央
協
会
が
、
社
会
問
題
の
「
無
限
に
ひ
ろ
が
る
領
域
」

へ
の
手
探
り
の
処
置
を
と
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
中
央
協
会
で
は
、
目
標
の
設
定
と
手
段
が
、
そ
の
現
実
化
の
可
能
性
に
つ
い
て

の
分
析
が
十
分
行
わ
れ
た
う
え
で
選
択
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
中
央
協
会
の
活
動
は
成
果
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
ロ
イ
レ
ッ
ケ

は
、
当
時
の
中
央
協
会
の
活
動
が
、
の
ち
の
社
会
福
祉
国
家
に
つ
な
が
る
、
「
長
い
潜
伏
期
を
伴
う
芽
」
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
　
つ
ま
り
、
中

央
協
会
の
扱
っ
た
野
駈
が
、
の
ち
の
社
会
政
策
学
会
、
そ
し
て
社
会
改
良
協
会
に
お
い
て
も
取
り
組
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
ま
た
様
々
な

面
で
中
央
協
会
が
こ
う
し
た
団
体
と
つ
な
が
り
を
も
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
八
五
〇
年
の
中
央
協
会
の
「
研
究
」
へ
の
方
向
転
換
が
、
こ

う
し
た
「
学
習
の
年
月
」
と
い
う
側
面
を
よ
り
は
つ
き
り
さ
せ
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
以
上
が
ロ
イ
レ
ッ
ケ
の
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
ロ
イ
レ
ヅ
ケ
の
評
価
は
、
後
年
の
祉
会
福
祉
の
基
準
を
一
九
世
紀
中
葉
に
も
ち

こ
む
も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
中
央
協
会
を
正
当
に
評
価
す
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
実
際
、
博
イ
レ
ッ
ケ
の
評
価
は
説
得
的
と
は
い
え
な

い
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
ロ
イ
レ
ッ
ケ
の
叙
述
が
五
〇
年
代
初
期
ま
で
に
限
定
さ
れ
、
「
学
習
の
年
月
」
と
い
う
側
面
を
よ
り
は
つ
き
り
さ
せ

た
は
ず
の
五
〇
年
以
降
の
中
央
協
会
の
活
動
に
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
時
期
の
中
央
協
会
が
あ
つ
か
っ
た

聞
題
を
、
の
ち
の
社
会
改
革
者
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
努
努
さ
せ
た
か
を
述
べ
て
い
な
い
た
め
、
両
者
の
つ
な
が
り
が
は
っ
き
り
し
て
こ
な
い

か
ら
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
二
つ
の
批
判
点
の
う
ち
後
者
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
議
論
を
展
開
す
る
用
意
は
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
そ
こ
で
、
本
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稿
で
は
、
「
学
習
の
年
月
」
と
さ
れ
る
一
九
世
紀
中
葉
の
中
央
協
会
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
現
実
に
動
か
し
て
い
た
時
代
特
有
の
論
理
を
把
握
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
評
価
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
は
じ
め
に
」
で
の
べ
た
よ
う
な
「
自
由
主
義
」
の
脈
絡
で
中
央
協
会
を
評
価
す
る
の

が
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ロ
イ
レ
ッ
ヶ
は
、
こ
の
中
央
協
会
を
「
初
期
自
由
主
義
」
、
そ
し
て
ガ
ル
の
い
う
改
良
主
義
の
脈
絡
で
と
ら
え
、
中
央
協
会
の
発
想
に
「
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

階
級
市
民
社
会
」
が
見
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
さ
い
、
ロ
イ
レ
ッ
ケ
の
考
察
は
、
ほ
ぼ
、
中
央
協
会
の
綱
領
に
限
ら
れ
、
「
無
階
級
市
民

社
会
鳳
の
発
想
が
協
会
員
や
地
方
協
会
の
レ
ベ
ル
ま
で
ど
の
程
度
浸
透
し
て
い
た
の
か
、
三
月
革
命
前
後
で
変
化
し
た
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か

に
し
て
い
な
い
。

　
本
稿
は
、
こ
う
し
た
点
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
「
無
階
級
市
民
社
会
」
を
指
標
と
し
て
中
央
協
会
の
発
想
を
と
ら
え
る
こ
と
を
そ
の
課
題
と

す
る
。
時
期
的
に
は
、
成
立
年
の
一
八
四
四
年
か
ら
一
八
五
八
年
ま
で
が
対
象
と
な
る
。
一
八
五
八
年
ま
で
と
時
期
を
区
切
る
の
は
、
こ
の
年

に
、
中
央
協
会
が
、
不
定
期
発
行
で
あ
っ
た
「
会
報
」
の
名
称
を
「
雑
誌
扁
と
変
更
し
、
定
期
刊
行
化
を
は
か
り
、
そ
こ
に
小
規
模
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

中
央
協
会
の
活
動
の
一
つ
の
転
機
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
史
料
と
し
て
、
一
八
四
八
年
か
ら
一
八
五
八
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
「
会
報
」

を
中
心
に
、
同
時
代
人
の
労
働
諸
階
級
福
祉
協
会
に
関
す
る
著
作
な
ど
も
用
い
て
、
以
上
の
問
題
を
考
察
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
中
央
協
会
は
、

こ
の
賭
期
三
月
革
命
期
を
除
い
て
、
目
立
っ
た
活
動
を
し
て
お
ら
ず
、
史
料
か
ら
も
活
動
を
は
っ
き
り
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
本
稿
で
は
、
中
央
協
会
の
活
動
を
お
う
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
発
想
を
時
期
ご
と
に
分
析
す
る
こ
と
が
考
察
の
中
心
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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③
　
わ
が
國
で
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
中
央
協
会
を
本
字
的
に
あ
つ
か
っ
た
研
究
は
な

　
い
。
一
入
四
〇
年
代
の
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ベ
ル
リ
ン
社
会
を
あ
つ
か
っ
た
研
究
で
断

片
的
に
ふ
れ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う
。
末
川
清
「
三
月
革
命
期
に
お
け

　
る
ラ
イ
ン
自
由
派
の
政
治
的
画
格
」
桑
原
武
央
編
『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
比
較
研

　
究
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
四
年
目
～
二
五
頁
。
川
越
修
『
ベ
ル
リ
ン
　
王
都
の
近

　
代
－
初
期
工
業
化
・
一
八
四
八
年
輩
命
1
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
八

　
年
、
六
九
一
七
〇
頁
お
よ
び
八
六
頁
。

②
以
下
の
叙
述
は
次
の
文
献
に
よ
る
。
U
畠
鳩
ほ
興
⑦
毒
中
蜜
’
○
δ
鵠
畠
℃
N
㊦
〒

　
跨
9
く
興
Φ
貯
｛
儲
柵
α
P
。
。
タ
δ
げ
一
ユ
霧
四
同
σ
O
沖
9
益
Φ
嵩
囚
冨
ω
。
。
O
ジ
ヨ
“
∪
．
男
ユ
O
ド
O

　
（
一
回
σ
q
■
）
㌧
導
出
ぎ
謁
頃
ミ
、
§
．
ミ
題
象
ミ
偽
ミ
斜
切
畠
’
介
一
①
c
。
9

③
こ
の
規
約
は
、
b
ミ
箆
さ
ミ
馬
儀
§
ミ
3
詰
顧
δ
㌧
ち
鳶
匂
ψ
蕊
1
。
。
O
に
掲
載
。

④
｝
．
切
①
鼠
①
o
冨
㌧
恥
。
無
ミ
ミ
、
唾
智
§
壽
駄
ミ
ミ
防
g
馬
ミ
馬
壁
書
ミ
野
b
ミ
O
§
－
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蛛
ミ
N
竃
§
§
、
ご
．
魯
砺
談
♂
ミ
織
ミ
ミ
9
鳶
ミ
N
織
§
勾
ミ
駿
§
§
織
ミ
葡
ミ
、
窄

　
曾
ミ
窃
壁
帖
ミ
画
竜
ミ
』
ミ
勉
一
㊤
○
。
し
。
、
ψ
b
。
自
計
■

⑤
　
客
ω
銘
9
0
ザ
b
ミ
ご
N
§
馬
ミ
ご
ミ
ミ
遷
、
ミ
§
恥
｝
§
漸
、
恥
ミ
自
国
職
ミ
ミ
§

　
ミ
a
題
ミ
贈
．
、
軌
ミ
e
ミ
、
鵠
ミ
蒜
珍
鳥
壽
恥
．
ζ
凶
器
裂
題
馬
噸
野
肉
画
嵩
切
職
W
ミ
q
難
ミ
O
馬
肥
ら
為
爵
ミ
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α

　
匙
ミ
8
N
ミ
ご
ミ
ミ
ミ
ミ
騎
ら
ぎ
｝
日
切
§
飛
ミ
嘩
目
O
卜
。
い
。
．
ほ
か
に
中
央
協
会
を
あ
っ
か

　
つ
た
文
献
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
中
央
協
会
を
本
格
的
に
論
じ

　
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
○
・
旨
旨
ぞ
5
2
．
、
U
窪
O
①
昌
昌
ぞ
Φ
3
管
油
岡
山
O
霧
≦
〇
三

　
岱
霧
霞
げ
Φ
搾
①
コ
畠
。
”
猟
冨
器
①
p
ぎ
α
o
謬
｝
9
げ
奉
⇒
同
G
◎
盆
三
ω
固
◎
o
♂
」
コ
…
O
ミ
s
㍗

　
題
噛
§
壽
ミ
嫁
㍗
き
鳩
鳶
轄
§
§
9
§
お
噛
9
δ
b
。
○
。
嚇
¢
■
即
。
り
9
“
き
ざ
。
さ
切
蹄
磧
ミ
ミ
ぎ

　
寄
§
慧
魯
鶏
㌣
さ
§
茜
ミ
四
慧
黛
不
軌
こ
｝
ぎ
ミ
“
ミ
ミ
富
計
恥
紬
ミ
§
肉
ミ
題
§
．
、
慧

　
駄
ミ
特
§
嵩
無
肋
さ
§
鴻
ぎ
凡
↓
S
壕
。
覧
謹
艦
ミ
竜
凸
角
隷
碁
N
§
§
ミ
レ
㊤
①
ご
U
．
国
二
〇
ぎ

　
離
昌
α
］
≦
．
O
器
旨
。
戸
P
9
．
○
．

⑥
≦
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O
o
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器
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ω
o
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a
α
q
①
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・
。
三
〇
節
。
一
。
。
8
占
。
。
9
㌧
貯
鱈
署
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N
o
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7
σ
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恕
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山
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9
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Q
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し
⇔
α
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ド
O
司
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㌧
ω
■
炉
謡
．

⑦
男
①
三
〇
昆
0
お
。
。
G
。
’
ほ
か
に
、
ロ
イ
レ
ッ
ケ
に
よ
る
中
央
協
会
研
究
と
し
て
次

　
の
文
献
が
あ
る
。
“
賃
ω
こ
U
曾
O
Φ
簿
鑓
ぞ
霞
⑦
貯
h
母
α
p
ω
乏
。
蔦
α
①
『
費
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巴
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＆
2
畿
冨
。
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器
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q
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、

第
二
章
　
中
央
協
会
の
社
会
的
位
置
づ
け
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＜
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Q
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9
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ω
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O
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冨
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⑩
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執
§
ミ
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偽
§
§
恥
O
§
ミ
電
§
帖
蕊
濤
唖
§
恥
き
ミ
亀
ミ
§
曾
ミ
ミ
§

　
ミ
湧
恥
§
㌧
お
腿
Q
。
山
◎
。
α
○
。
、
男
弾
一
丁
h
旨
嵩
。
轟
畠
臼
琴
ぎ
び
α
q
．
く
。
妖
雲
．
国
α
障
目
螢
悶
白

　
口
言
ト
知
①
凪
①
鼻
。
㌧
お
。
。
9
　
以
後
「
会
報
」
か
ら
の
引
用
を
示
す
さ
い
に
は
、

　
雑
誌
名
は
㌧
§
款
ぎ
魯
§
鷺
壽
と
略
記
し
、
そ
の
あ
と
に
号
数
、
発
行
年
、
頁
数

　
と
続
け
る
。
潔
斎
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
○
年
に
復
刊
さ
れ
た
際
、
編
集
者
が
つ

　
け
た
通
し
号
数
を
使
う
。
た
と
え
ば
、
「
会
報
」
第
一
号
（
一
八
閥
八
年
発
行
）

　
一
八
頁
の
記
事
を
引
用
す
る
場
合
、
編
集
者
の
つ
け
た
価
数
は
、
（
3
1
）
で
あ
る

　
の
で
、
次
の
よ
う
に
表
記
す
る
。
叢
§
鼠
、
§
鷺
ざ
四
一
〇
。
A
Q
。
㌧
Q
q
．
（
。
。
一
y

　
一
八
四
〇
年
代
の
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
が
顕
在
化
し
、
労
働
者
の
状
態
に
対
す
る
市
民
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
時
期
で

あ
っ
た
。
労
働
者
福
祉
に
関
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の
立
法
が
未
整
備
で
あ
る
と
い
う
状
況
の
も
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ベ
ル
リ
ン
社
会
で
も
パ
ウ
ペ
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リ
ス
ム
ス
克
服
の
試
み
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
労
働
者
福
祉
団
体
に
つ
い
て
の
一
八
四
四
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
全
体
で

ど
の
よ
う
な
形
で
あ
る
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
団
体
が
全
部
で
一
六
八
○
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
設
立
年
の
解
る
九
｛
七
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

見
る
と
、
三
一
六
が
一
八
四
〇
年
か
ら
一
八
四
三
年
の
四
年
間
に
で
き
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
ベ
ル
リ
ン
で
も
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
四
世
の
肝
煎
り
で
設
立
し
た
白
鳥
騎
士
団
（
一
八
四
三
年
）
、
　
ベ
ル
リ
ン
の
参
事
会
員
ヘ

ー
デ
マ
ン
が
設
立
し
、
「
急
進
的
」
分
子
が
参
加
し
た
た
め
「
革
命
家
の
養
成
所
」
と
な
っ
て
い
た
手
工
業
者
協
会
（
一
八
四
四
年
）
、
そ
し
て

ベ
ル
リ
ン
の
教
師
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
下
層
民
衆
階
級
向
上
の
た
め
の
協
会
（
｝
八
四
四
年
）
が
中
央
協
会
の
設
立
以
前
に
存
在
し
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
団
体
は
、
手
工
業
者
を
一
三
四
一
人
集
め
た
（
一
八
四
五
年
）
手
工
業
者
協
会
を
の
ぞ
け
ば
、
十
分
な
活
動
を
行
い
え
ず
、
設
立
後
す
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
②

に
消
滅
し
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
団
体
と
比
較
す
る
と
、
中
央
協
会
は
、
そ
の
参
加
者
の
階
層
や
人
数
、
注
目
度
、
活
動
期
間
の
持
続
性
、
そ
し
て
活
動
の
幅
広
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

か
ら
い
っ
て
、
「
所
有
・
教
養
市
民
が
、
ド
イ
ツ
の
初
期
工
業
化
期
に
社
会
聞
題
の
克
服
に
も
ち
い
た
も
っ
と
も
重
要
な
社
会
改
革
の
手
段
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

で
あ
り
、
「
社
会
改
革
者
の
結
集
点
」
と
い
う
性
格
を
も
つ
と
い
え
よ
う
。

　
で
は
、
中
央
協
会
に
ど
の
よ
う
な
人
が
参
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
結
論
を
述
べ
て
お
け
ば
、
中
央
協
会
は
、
第
一
に
官

僚
と
工
場
主
・
商
入
を
二
大
構
成
要
素
と
し
、
教
授
な
ど
の
自
由
職
業
も
重
要
な
要
素
と
し
、
第
二
に
政
治
上
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
　
一
般
に

「
自
由
主
義
扁
者
と
さ
れ
る
人
を
中
心
と
す
る
が
、
党
派
性
を
超
越
し
、
第
三
に
ベ
ル
リ
ン
の
裕
福
な
名
士
の
結
合
体
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
点
は
同
時
代
人
も
意
識
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
民
主
的
文
筆
家
・
歴
史
家
A
・
シ
ュ
ト
レ
ッ
ク
フ
ス
は
、
『
一
九
世
紀
の
ベ
ル
リ

ン
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
前
者
（
1
1
中
央
協
会
）
は
、
思
慮
深
い
、
そ
し
て
多
く
は
自
由
的
精
神
の
持
ち
主
か
ら
な
る
協
会

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
下
層
民
衆
階
級
を
上
か
ら
救
済
で
き
る
か
を
熱
心
に
論
議
し
た
。
」
「
協
会
に
対
す
る
関
心
は
、
あ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

時
代
一
般
的
に
見
ら
れ
た
。
多
く
の
高
級
官
僚
が
参
加
し
た
。
」

　
数
字
を
あ
げ
て
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。
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最
初
に
協
会
の
規
模
の
変
化
を
お
さ
え
て
お
け
ば
、
協
会
員
数
は
、
設
立
年
の
一
八
四
四
年
の
一
一
月
の
時
点
で
は
二
七
九
人
と
も
二
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

入
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
三
月
革
命
ま
で
の
時
期
、
具
体
的
な
数
字
は
解
ら
な
い
が
、
協
会
員
は
大
幅
に
減
少
し
た
模
様
で
あ
る
。

だ
が
、
協
会
員
数
は
、
一
八
四
八
年
の
三
月
革
命
勃
発
に
と
も
な
い
三
四
四
人
と
大
幅
に
増
加
す
る
。
そ
れ
が
、
革
命
後
再
び
減
少
し
、
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

五
〇
年
と
一
八
五
一
年
に
は
二
一
七
人
、
一
八
五
三
年
に
は
一
九
九
人
、
そ
し
て
一
八
五
八
年
に
は
一
六
七
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
方
協
会
の
数
は
、
三
月
革
命
以
前
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
会
報
」
の
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
　
一
八
四
九
年
に
は
三
二
、
五
〇
年
に

ドイツ三月革命前後の労働諸階級福祉中央協会（北村）

グラフ1　労働諸階級福祉中央協会協会員出身地　（1848～1858）
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は
七
三
、
そ
し
て
五
一
年
に
は
九
三
と
中
央
協
会
の
協
会
員
数
と
は
逆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
革
命
後
も
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
地
の
労
働
者
福
祉
施
設
の

な
か
に
も
、
中
央
協
会
と
関
係
を
も
つ
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た

施
設
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
次
に
、
協
会
の
性
格
を
お
さ
え
て
い
く
。

　
ま
ず
中
央
協
会
は
ベ
ル
リ
ン
の
地
域
的
な
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
グ
ラ
フ
一
は
、
協
会
員
の
出
身
地
を
整
理
し
て
、

百
分
率
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
協
会
員
の
出
身
地
は
、
ベ
ル
リ
ン

が
圧
倒
的
多
数
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
役
員
・
委
員
会
は
、
年

に
数
回
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
地
方
選
出
の
委
員
が
出
席
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
中
央
協
会
と
関
係
の
あ
る
地
方
協
会
の
設
立

地
を
ま
と
め
た
グ
ラ
フ
ニ
に
よ
れ
ば
、
数
字
の
面
で
は
ベ
ル
リ
ン
が
中

心
的
位
置
を
し
め
て
い
た
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
実
際
に
中
央
協
会
と

密
接
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
は
、
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
や
ベ
ル

グラフ3　労働諸階級福祉中央協会協会員職業構成　（1844～ユ858）
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人
日

400

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

リ
ン
地
方
協
会
な
ど
の
ベ
ル
リ
ン
を
所
在
地
と
す
る
協
会
の
よ
う
で
あ
る
。

　
グ
ラ
フ
三
は
、
協
会
員
の
職
業
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
う
時
期
で
は
、
設
立
早
々
の
一
八
四
四
年
を
除
き
、
工
場
主
お
よ

び
商
人
、
そ
し
て
官
僚
が
、
ほ
ぼ
同
数
で
、
大
き
な
集
団
を
構
成
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
八
四
八
年
に
は
工
場
主
お
よ
び
商
人
が
一
二
四

人
、
官
僚
が
九
七
人
で
あ
る
。

　
グ
ラ
フ
四
は
、
役
員
と
委
員
の
職
業
構
成
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
八
四
八
年
の
時
点
で
は
工
場
主
と
商
人
が
役
員
と
委
員
の
ほ
ぼ
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労働諸階級福祉中央協会役員・委員職業構成　（1844～1858）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□商入・工場主

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國手工業者
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0

　1844　44　48　50　51　53　58年
　　o　＠

1）1844①は，1844年10月7日付「よびかけ」の署名者についてのデー

タ，44②は，1844年11月12日遅選出された役員についてのデータであ
る。

2）　1844①については，Reulecke，1983，　S．5344②については，　eben－

da，　S．87により，1848年以降については，　Mittheilttn8en，1，1848、
S．　（37）f．；　7，　1850，　S．　（750）一（758）；　10，　1851，　S．　（1170）一（1172）；　Neue

Folge　Bd．　1－2，　o．　J．，　S．　（2036）一（2038）；　Zeitschvift　des　Centval－

Vereins＿，　S．88により作成。

表1

市区名
C611n

Fエiedrichstad七

Berlin

DorQ七heens七adt

∩
乙
∩
）
O
Q
》

－
り
0
り
0

市区名

Friedrichs－Werder

Friedrich－Wilhelm

Friedrich－Vorstadt

Luisens七adt

Q
ゾ
リ
0
8
「
D

　
　
　
1

市区名

Spandau　Vier七el

Stralauer　Viertel

不明・未確認
3
2
4

1

Mittheilungeez，　Neue　Folge　Bd．　1－2，　o．　J．，　S．　（2041）一（2046）．

下線をひいた市区が，市の中心部ないしは西部。
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半
数
を
し
め
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
官
僚
で
あ
る
。
こ
の
時
期
役
員
と
委
員
に
お
い
て
も
、
協
会
員
と
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
傾
向
は
、

五
〇
年
代
初
期
ま
で
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
一
八
五
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
以
前
と
比
較
し
て
、
官
僚
の
人
数
は
ほ
ぼ
同
数
を
維
持

し
、
工
揚
主
の
人
数
は
減
少
し
、
か
わ
り
に
教
授
な
ど
の
自
由
職
業
が
増
加
し
て
い
る
の
が
見
て
と
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
次
に
、
協
会
員
の
政
治
的
立
場
に
つ
い
て
だ
が
、
経
歴
を
お
さ
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
物
に
つ
い
て
見
る
と
、
一
般
に
「
自
由
主
義
」
者
と

分
類
さ
れ
る
人
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
九
世
紀
の
歴
代
協
会
長
、
す
な
わ
ち
ボ
ル
ネ
マ
ン
、
フ
ィ
ー
バ
ー
ン
、
レ
ッ
テ
、
そ
し
て
グ
ナ

イ
ス
ト
は
、
全
員
「
自
由
主
義
」
者
と
評
価
さ
れ
る
。
ま
た
、
の
ち
進
歩
党
の
設
立
者
の
一
人
と
な
る
シ
ュ
ル
ツ
ェ
ー
デ
ー
リ
ッ
チ
ェ
や
、
進

歩
党
の
議
員
と
な
る
フ
ラ
ン
ツ
・
ド
ゥ
ン
カ
ー
、
そ
し
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ル
ン
ゲ
な
ど
も
、
委
員
の
な
か
に
名
前
が
見
え
る
。
ほ
か
に
も
、
企

業
家
ハ
ル
コ
ル
ト
、
工
揚
浸
デ
ー
ゲ
ン
コ
ル
プ
、
ベ
ル
リ
ン
市
参
事
会
員
ヘ
ル
マ
ン
・
ド
ゥ
ン
カ
ー
、
官
僚
フ
ォ
ン
・
パ
ー
ト
ゥ
、
本
屋
フ
ァ

イ
ト
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
自
由
主
義
」
者
が
、
役
員
や
委
員
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
中
央
協
会
は
、
左
右
の
立
場
に
あ
る
者
に
対
し
て
参
加
を
認
め
て
お
り
、
「
自
由
主
義
」
以
外
の
人
々
に
対
し
て
閉
鎖
的
で
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
月
革
命
期
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
議
員
の
な
か
に
、
協
会
員
の
名
前
が
一
一
人
見
い
だ
せ
る
。
そ
の
う
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

中
間
派
五
人
、
極
右
が
二
人
、
そ
し
て
左
派
が
四
人
と
な
っ
て
お
り
、
政
治
的
立
場
が
か
な
り
広
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

委
員
の
な
か
に
普
通
保
守
主
義
者
と
評
価
さ
れ
る
V
・
A
・
フ
ー
バ
ー
な
ど
の
名
前
が
見
ら
れ
、
一
八
四
八
年
か
ら
翌
四
九
年
に
か
け
て
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

リ
ン
の
労
働
者
運
動
の
代
表
者
数
名
が
、
役
員
・
委
員
会
へ
の
出
席
を
許
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
協
会
員
が
ベ
ル
リ
ン
社
会
で
ど
の
よ
う
な
社
会
的
地
位
に
あ
っ
た
か
を
、
一
八
五
三
年
の
協
会
員
目
録
に
記
載
さ
れ

て
い
る
協
会
員
の
住
所
の
分
析
を
も
と
に
見
て
お
こ
う
。

　
そ
の
結
果
を
、
市
区
ご
と
に
整
理
し
た
も
の
が
表
一
で
あ
る
が
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
市
区
と
ベ
ル
リ
ン
市
区
が
も
っ
と
も
協
会
員
が
多
く
、
全

体
と
し
て
市
の
中
心
部
と
西
部
に
多
く
の
協
会
員
が
住
ん
で
い
る
。
一
九
世
紀
中
葉
の
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
貧
困
家
庭
が
、
大
体
の
傾
向
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

市
の
中
心
部
と
西
部
に
す
く
な
く
、
市
の
北
部
、
東
部
、
そ
し
て
南
部
に
多
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
上
流
階
級
の
人
が
住
ん
で
い
る
と
さ
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ドイツ峯月革命前後の労働諸階級福祉中央協会（北村）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
る
の
が
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
市
区
な
の
で
あ
る
。
年
会
費
が
四
タ
ー
ラ
ー
と
、
労
働
者
に
と
っ
て
は
高
額
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
あ

わ
せ
る
と
、
中
央
協
会
に
参
加
し
た
人
は
ベ
ル
リ
ン
の
裕
福
な
上
流
階
級
の
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

①
男
。
島
。
。
評
ρ
這
。
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㌧
ω
．
①
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よ
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①
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鼻
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．
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H
＾
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ミ
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智
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ミ
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切
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層
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同
様
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こ
と
を
ω
器
ω
や
U
8
渓
。
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べ
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い
る
。
　
劉
ω
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穿
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聴
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ω
．
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①
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．
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㌧
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ミ
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ω
．
（
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刈
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ρ

　
一
〇
。
α
ρ
ω
。
（
δ
q
“
）
●

⑩
そ
の
た
め
に
、
一
八
四
九
年
八
月
八
日
の
役
員
・
委
員
会
で
、
地
方
選
出
の
役

員
も
召
集
す
る
役
員
・
委
員
会
を
年
に
二
圓
は
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
が
決
議
さ

　
れ
た
。
国
9
邑
ρ
ρ
μ
o
。
お
㌧
ω
．
（
器
O
）
．

第
三
章
　
三
　
月
　
前
　
期

⑪
ベ
ル
リ
ン
地
方
協
会
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
第
三
章
、
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協

　
会
に
つ
い
て
は
本
論
文
第
五
章
を
参
照
。

⑫
こ
の
点
に
つ
い
て
は
お
も
に
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。
ミ
蒔
§
ミ
§
U
§
、
恥
暮
雨

　
衷
£
曳
奪
ミ
8
軍
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。
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鳶
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馬
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憾
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蹴
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Q
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㎞
o
Q
冨
①
冨
p
一
零
◎
。
「

⑬
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巳
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。
冨
レ
リ
。
。
ω
㌧
ω
．
峯
。
。
h
．

⑭
一
八
四
八
年
六
月
二
臼
の
総
会
に
お
い
て
、
労
働
者
運
動
の
代
表
者
の
役
員
・

　
委
員
会
へ
の
出
麿
…
が
許
さ
れ
た
。
』
ミ
農
書
蟄
楠
§
偽
ミ
♂
一
、
一
〇
Q
幽
O
Q
’
ω
．
（
ω
①
ソ
「
塗
鞘
報
」

　
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
役
員
・
委
員
会
の
議
事
録
を
見
る
か
ぎ
り
で
は
、
労
働
者
代

　
蓑
が
参
加
し
た
最
後
の
役
員
・
委
員
会
は
、
一
八
四
九
年
目
一
月
一
二
日
に
開
か

　
れ
た
も
の
で
あ
る
。
旧
び
。
議
斜
◎
蕊
朝
ρ
ω
・
（
“
に
）
・

⑮
川
越
前
掲
書
、
一
四
頁
。

⑯
川
越
前
掲
欝
、
＝
二
頁
。
U
3
ロ
募
㌧
斜
ρ
P
o
。
．
G
。
卜

⑰
」
§
“
暮
ミ
§
偽
§
”
鮮
ω
（
一
心
）
●
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
「
平
均
的
手
労
働

　
者
」
の
年
駁
は
、
　
一
入
○
タ
ー
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
川
越
前
掲
書
、
四
四
頁
。

　
中
央
協
会
が
設
立
し
た
一
八
四
四
年
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
初
期
工
業
化
」
の
光
と
影
の
両
面
が
耳
遠
し
た
年
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ

の
年
の
八
月
一
五
日
か
ら
一
〇
月
二
四
日
に
か
け
て
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
営
業
博
覧
会
の
成
功
が
光
の
面
で
あ
り
、
夏

の
シ
ュ
レ
ジ
エ
ン
織
工
蜂
起
が
影
の
面
で
あ
る
。
そ
し
て
、
シ
ュ
レ
ジ
エ
ン
の
織
工
蜂
起
は
、
ド
イ
ツ
市
民
が
従
来
も
っ
て
い
た
、
労
働
者
の
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暴
動
は
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
だ
け
の
現
象
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
は
縁
が
な
い
と
い
う
考
え
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

う
し
た
発
想
の
転
換
の
も
と
、
営
業
博
覧
会
に
関
与
し
た
企
業
家
、
商
人
、
官
僚
の
な
か
か
ら
、
パ
ゥ
ペ
リ
ス
ム
ス
に
と
り
く
む
動
き
が
生
じ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

そ
う
し
た
動
き
が
中
央
協
会
に
結
実
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
で
は
、
中
央
協
会
の
成
立
過
程
を
簡
潔
に
見
て
お
こ
う
。

　
営
業
博
覧
会
の
会
期
が
お
わ
り
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
そ
の
成
功
を
祝
う
た
め
、
数
多
く
の
宴
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
う
ち
一
〇
月
八
日
の
祝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

宴
で
、
一
〇
月
七
日
付
の
「
手
・
工
場
労
働
者
福
祉
協
会
設
立
の
よ
び
か
け
」
と
い
う
ビ
ラ
が
配
ら
れ
、
中
央
協
会
設
立
へ
の
動
き
が
表
面
化

し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
翌
九
日
に
は
ベ
ル
リ
ン
の
オ
テ
ル
・
ド
ゥ
・
ノ
ー
ル
に
お
い
て
設
立
集
会
、
　
一
〇
月
一
六
日
に
な
る
と
第
二
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
場

で
規
約
作
成
委
員
会
に
よ
る
規
約
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
さ
い
、
「
手
・
工
場
労
働
者
」
国
王
創
占
昌
α
閏
ρ
σ
H
涛
霞
げ
臥
げ
葭
で
は
対

象
を
限
定
し
す
ぎ
る
と
し
て
、
よ
り
包
括
的
な
「
労
働
諸
階
級
」
霞
げ
簿
①
滋
窪
帰
一
霧
の
露
が
協
会
名
に
と
り
い
れ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
規
約

作
成
委
員
会
の
九
人
に
、
暫
定
委
員
会
と
し
て
協
会
を
対
外
的
に
代
表
し
、
規
約
を
内
務
省
に
提
出
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
、
彼
ら
は
規
約
の

承
認
な
ど
を
国
王
に
直
訴
す
る
と
い
う
手
段
を
と
っ
た
。

　
以
後
、
中
央
協
会
の
活
動
は
次
第
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
く
。
中
央
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
活
発
な
宣
伝
が
行
わ
れ
、
ま
た
地
方
で
は

地
方
協
会
設
立
の
動
き
が
市
民
の
な
か
に
見
ら
れ
た
。
そ
の
う
え
、
一
〇
月
二
五
日
に
は
、
国
王
が
一
五
〇
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
の
基
金
（
以
下
国
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

基
金
と
略
）
を
中
央
協
会
に
与
え
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
一
〇
月
二
九
日
に
は
中
央
協
会
設
立
に
つ
い
て
の
発
表
会
が

開
か
れ
た
。
そ
れ
が
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ほ
ぼ
全
部
の
新
聞
で
報
道
さ
れ
る
と
、
中
央
協
会
は
好
意
的
で
、
か
つ
大
き
な
反
響
を
獲
得
し
、
協
会
員

も
順
調
に
ふ
え
た
。
そ
し
て
、
一
一
月
一
二
日
の
総
会
に
お
い
て
、
九
人
の
役
員
と
一
八
人
の
ベ
ル
リ
ン
委
員
が
選
出
さ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
在
住

の
官
僚
ボ
ル
ネ
マ
ン
緊
U
．
♂
＜
．
b
ご
。
白
2
β
㊤
鐸
⇔
が
協
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
時
点
で
中
央
協
会
の
活
動
は
、
ど
の
よ
う
な
発
想
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
順
に
中
央
協
会
、
申
央
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協
会
へ
の
批
判
、
中
央
協
会
に
参
加
し
た
思
入
、
地
方
協
会
に
つ
い
て
見
て
い
く
が
、
そ
こ
に
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
〇
月
七
日
付
の
「
手
・
工
場
労
働
者
福
祉
協
会
設
立
の
よ
び
か
け
」
で
は
、
中
央
協
会
の
活
動
の
原
則
の
第
一
番
目
に
、
　
「
手
・
工
場
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

働
老
の
道
徳
的
お
よ
び
経
済
的
改
善
は
、
現
代
の
さ
し
迫
っ
た
、
そ
し
て
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
〇
月
二
九

日
の
発
表
会
で
は
、
こ
の
原
則
を
う
け
た
う
え
で
次
の
言
葉
が
発
言
さ
れ
た
。

　
　
「
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
は
、
次
の
こ
と
の
た
め
に
活
動
す
る
と
い
う
特
別
の
課
題
を
、
目
下
の
と
こ
ろ
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
倫
理
的
影
響
力

　
　
と
そ
れ
を
助
長
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
に
よ
っ
て
、
労
働
請
階
級
自
身
の
能
動
的
な
協
力
の
も
と
、
彼
ら
の
道
徳
的
お
よ
び
経
済
的
な
状
態
を
次
第
に
向

　
上
し
、
そ
し
て
彼
ら
と
社
会
の
他
の
階
級
の
間
に
あ
る
、
好
意
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
壊
れ
な
い
帯
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
固
な
も
の
に
す
る
と
い
う
も
の
で

　
　
⑦

　
す
。
」

　
こ
こ
で
は
、
「
倫
理
的
影
響
力
」
と
「
労
働
諸
階
級
自
身
の
能
動
的
な
協
力
」
に
よ
り
、
労
働
諸
階
級
の
状
態
を
「
向
上
」
さ
せ
、
彼
ら
を

「
社
会
の
他
の
階
級
（
1
1
市
民
ご
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。

　
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
中
央
協
会
は
設
立
当
初
大
き
な
反
響
を
え
た
。
そ
れ
は
、
一
八
四
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
労
働
諸
階
級
福
祉
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

会
に
関
す
る
著
作
や
論
文
が
数
多
く
発
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。
こ
う
し
た
著
作
や
論
文
、
そ
れ
に
他
の
岡
時
代
人
の
著
作
の

な
か
に
は
、
中
央
協
会
の
活
動
を
批
判
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
う
し
た
批
判
の
な
か
で
本
章
の
脈
絡
で
興
味
深
い
の
は
、
『
労
働
諸
階
級
向
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

協
会
と
そ
れ
に
関
す
る
民
衆
の
声
』
と
題
す
る
匿
名
の
著
作
で
あ
ろ
う
。
こ
の
著
作
の
実
際
の
著
者
は
、
三
月
革
命
期
に
ド
イ
ツ
初
の
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
労
働
者
友
愛
協
会
の
中
心
人
物
で
あ
る
S
・
ボ
ル
ソ
ω
・
O
ご
。
導
で
あ
る
。
　
こ
の
著
作
に
は
、
中
央
協
会
に
対
す
る

労
働
者
の
声
と
し
て
、
「
我
々
、
労
働
者
は
き
み
た
ち
に
問
う
。
き
み
た
ち
の
ど
こ
に
道
徳
性
が
見
つ
け
だ
せ
、
そ
れ
が
い
つ
民
衆
よ
り
も
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
身
分
に
固
有
の
も
の
と
な
っ
た
の
か
」
と
い
っ
た
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
か
ら
、
中
央
協
会
の
批
判
者
か
ら
も
、
中
央
協
会

が
道
徳
的
な
面
か
ら
の
労
働
者
救
済
を
は
か
っ
て
い
た
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
解
ろ
う
。
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一
方
、
中
央
協
会
に
参
加
し
た
人
の
な
か
に
も
、
こ
の
時
期
中
央
協
会
に
つ
い
て
の
著
作
を
出
版
し
た
人
物
が
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
下
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

民
衆
階
級
向
上
協
会
』
を
著
し
た
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
の
工
場
主
、
F
・
ハ
ル
コ
ル
ト
適
合
鉾
掛
。
訴
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
時
期
正
式
の

協
会
員
と
は
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
の
ち
一
八
五
一
年
に
は
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
選
出
の
中
央
協
会
の
委
員
と
な
り
、
一
八
五
〇
年
代
を

通
じ
て
委
員
を
続
け
た
。
彼
の
語
る
と
こ
ろ
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
ハ
ル
コ
ル
ト
は
労
働
者
救
済
の
原
則
と
し
て
、
自
助
の
原
則
と
精
神
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
重
要
性
を
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
民
衆
の
状
況
と
、
そ
れ
へ
の
対
策
を
整
理
し
た
う
え
で
、
「
下
層
階
級
を
、
無
知
と
困
窮
の
束
縛
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

本
当
の
市
民
生
活
に
導
く
時
が
き
た
の
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
協
会
を
取
り
上
げ
た
著
作
や
論
文
も
い
く
つ
か
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
労
働
諸
階
級
福
祉
地
方
協
会
切
Φ
集
⇔
震
い
。
。
戴
く
霞
Φ
ぎ
隔
口
困

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

α
霧
毛
。
巨
鳥
Φ
H
銭
げ
①
犀
①
巳
①
隠
囚
一
p
。
。
器
⇒
（
以
下
ベ
ル
リ
ン
地
方
協
会
と
略
）
を
取
り
上
げ
て
地
方
協
会
の
発
想
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

　
ベ
ル
リ
ン
地
方
協
会
は
、
中
央
協
会
設
立
の
あ
と
を
う
け
て
、
＝
月
二
九
日
に
第
一
回
集
会
を
開
催
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
集
会
は
、
議

論
が
錯
綜
し
、
混
乱
の
う
ち
に
閉
会
と
な
っ
た
。
翌
年
一
月
一
〇
日
の
第
二
回
集
会
で
は
、
仮
委
員
会
が
規
約
案
を
提
出
し
、
そ
れ
に
つ
い
て

議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
作
成
さ
れ
た
一
八
四
五
年
一
月
二
二
日
付
の
規
約
に
は
、
「
第
一
条
　
ベ
ル
リ
ン
地
方
協
会
の
目
的
は
、

倫
理
的
影
響
力
と
そ
れ
を
助
長
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
と
そ
の
周
辺
の
労
働
諸
階
級
の
道
徳
的
お
よ
び
経
済
的
な
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

態
の
改
善
に
、
彼
ら
自
身
の
能
動
的
な
協
力
の
も
と
、
尽
力
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
引
用
し
た
中
央
協

会
の
一
〇
月
二
九
日
の
発
表
会
の
発
言
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
て
、
三
月
前
期
に
お
け
る
中
央
協
会
の
活
動
の
発
想
を
分
析
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
中
央
協
会
の
発
想
に
は
一
つ

の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
ま
ず
物
質
的
・
経
済
的
な
面
よ
り
も
、
精
神
的
・
道
徳
的
な
面
か
ら
労
働
諸
階

級
を
改
善
し
て
い
こ
う
と
い
う
態
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
労
働
諸
階
級
の
自
助
が
強
調
さ
れ
、
濁
標
と
し
て
か
か
げ
ら
れ
た
の
は
、
「
困
窮
」

や
「
非
道
徳
」
の
状
態
に
あ
る
労
働
諸
階
級
を
「
向
上
」
さ
せ
、
「
市
民
」
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
設
立
当
初
好
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
た
中
央
協
会
で
あ
る
が
、
次
第
に
周
囲
の
雰
囲
気
が
変
化
し
、
三
月
革
命
勃
発
ま
で
活
動
の
停
滞
を
よ
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⑰

ぎ
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
経
過
を
手
短
に
見
て
お
こ
う
。

　
中
央
協
会
が
公
式
に
活
動
を
開
始
す
る
た
め
に
は
、
規
約
を
当
局
に
承
認
し
て
も
ら
い
、
正
式
な
団
体
と
し
て
認
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
の
際
規
約
を
提
出
す
べ
き
官
庁
は
内
務
省
で
あ
っ
た
が
、
当
時
こ
の
省
は
「
官
僚
の
不
安
」
と
も
い
う
べ
き
態
度
で
特
微
づ
け
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
態
度
と
は
自
由
化
に
対
す
る
深
い
疑
念
の
こ
と
で
あ
り
、
中
央
協
会
に
対
し
て
も
内
務
省
は
快
く
思
わ
な
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
中
央
協
会
の
あ
と
を
う
け
て
プ
ロ
イ
セ
ン
各
地
で
成
立
し
た
地
方
協
会
の
活
動
が
こ
の
態
度
を
助
長
し
た
。
地
方
協
会
に
は
、
当

時
活
動
を
お
さ
え
ら
れ
て
い
た
急
進
的
思
想
家
た
ち
が
、
反
対
運
動
の
組
織
と
社
会
主
義
思
想
普
及
の
拠
点
を
求
め
て
参
加
し
て
い
た
の
で
あ

⑱る
。
そ
こ
に
社
会
主
義
的
傾
向
を
認
め
た
内
務
省
は
、
労
働
諸
階
級
福
祉
協
会
活
動
全
体
に
不
審
の
目
を
む
け
、
一
八
四
四
年
一
二
月
二
六
日

に
中
央
協
会
の
活
動
に
対
す
る
深
い
疑
念
を
表
明
し
た
上
奏
文
を
国
王
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
上
奏
文
を
う
け
て
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
中
世
は
、
中
央
協
会
関
係
の
業
務
か
ら
手
を
ひ
く
こ
と
に
し
た
。
中
央
協
会

は
、
そ
れ
以
降
、
三
月
革
命
直
前
ま
で
、
内
務
省
に
規
約
を
承
認
す
る
よ
う
に
再
三
働
き
か
け
た
が
、
内
務
省
側
は
規
約
の
承
認
を
拒
否
し
続

け
た
の
で
あ
る
。
中
央
協
会
は
公
式
に
活
動
で
き
ず
、
地
方
協
会
も
多
く
は
解
散
す
る
か
、
活
動
が
停
滞
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
、
中
央
協
会
が
ま
っ
た
く
活
動
を
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
規
約
の
承
認
に
む
け
て
数
度
に
わ
た
っ
て
役
員
と

委
員
の
会
議
が
開
か
れ
、
総
会
も
一
八
四
五
年
一
二
月
一
九
日
、
一
八
四
七
年
三
月
二
日
、
そ
し
て
同
年
＝
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
協
会
長
は
、
ボ
ル
ネ
マ
ソ
か
ら
、
一
八
四
五
年
に
、
枢
密
財
政
顧
問
官
ゲ
オ
ル
ク
・
ブ
ォ
ソ
・
フ
ィ
ー
パ
ー
ソ
○
・
〈
・
≦
。
げ
聾
昌
に
交

替
し
て
い
る
。

①
　
中
央
協
会
設
立
の
背
景
は
、
菊
Φ
巳
o
o
｝
（
Φ
、
一
¢
◎
。
。
。
㌧
の
．
海
？
『
⑦
を
参
照
。

②
潟
①
巳
①
。
冨
弘
㊤
。
。
。
。
b
ω
・
圃
甲
。
。
刈
…
菊
⑦
凪
①
島
ρ
δ
。
。
9
ω
』
？
b
。
9
ω
鉱
Φ
9
r

　
9
．
勲
○
こ
。
◎
“
①
O
I
り
O
切
髪
鼠
2
（
Φ
漏
＝
α
0
8
誘
。
ダ
鋭
㊤
．
O
こ
ω
曜
潜
心
h
．

③
～
§
§
ミ
画
§
偽
§
、
ど
一
。
。
蒔
。
。
㌧
ω
「
（
お
Y
（
醇
）
㎞
置
㌧
一
。
。
窃
b
。
℃
ω
・
（
ミ
ω
。
。
Y
（
嵩
G
。
①
）

　
に
収
録
。

④
悶
σ
o
温
ρ
角
い
お
認
、
o
Q
■
（
ミ
躰
b
。
）
に
収
録
。

⑤
こ
の
発
表
会
の
発
言
内
容
は
次
の
史
料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
｝
．

　
丙
自
ミ
器
鉱
（
7
σ
Q
■
）
」
引
馬
構
馬
ミ
詩
ぎ
§
ミ
ぎ
N
書
画
ミ
ミ
馬
人
類
着
馬
ミ
§
恥
織
§

誉
き
遷
§
葺
き
ミ
恥
酷
ミ
雲
ミ
ト
禽
馬
銚
ミ
鼠
さ
ミ
馬
§
一
㊤
①
ρ
ω
．
か
。
α
？
b
。
零
●

⑥
」
§
ミ
無
ミ
鳶
§
、
ぱ
㌧
一
。
。
紹
、
ω
・
（
ミ
も
。
も
。
）
隔
●
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⑦
丙
き
謎
霧
謀
℃
ρ
㊤
冒
ρ
b
幹
b
。
窃
伊

　
⑧
じ
ほ
ぎ
＝
o
σ
q
冨
9
δ
弊
屋
ぎ
α
①
昌
富
雪
覆
お
8
三
ω
お
9
2
ω
。
塾
員
窪
8

　
　
σ
貯
σ
q
霞
＝
o
ぎ
ロ
じ
8
養
け
郎
『
N
窺
い
9
σ
q
o
α
竃
ン
誉
。
欝
⑦
『
い
く
。
昌
戸
¢
o
勺
娼
ρ
一
貸

　
　
¢
σ
①
コ
島
P
ω
．
b
コ
①
㎝
I
b
o
o
◎
野

　
⑨
b
ミ
壽
ミ
9
甲
N
ミ
恕
昏
§
偽
蹴
ミ
＆
さ
ミ
題
ミ
§
ミ
§
§
騨
§
ミ
ミ
恥
§
ミ
㍗

　
　
君
寵
9
ミ
ミ
母
昏
ミ
き
伊
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臼
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浅
2
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昌
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剛
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⑯
　
ベ
ル
リ
ン
地
方
協
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に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
。
ω
二
①
ぴ
o
γ
P
㊤
．
○
二

　
　
〇
Q
．
這
り
占
盆
’
こ
こ
で
は
史
料
と
し
て
次
の
も
の
を
用
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
地
方
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
m
剛
出
卑
　
　
讐
【
　
日
μ
　
噸
皐
　
A
叩
　
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
八
四
八
年
に
な
る
と
中
央
協
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
好
転
す
る
。

ン
で
も
数
多
く
の
民
衆
集
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

と
市
民
の
間
の
仲
介
者
の
役
割
を
期
待
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
三
月
一
八
臼
に
は
ベ
ル
リ
ン
で
三
月
革
命
が
勃
発
す
る
。
こ
の

四
月
二
二
日
目
規
約
の
承
認
、

　
会
の
規
約
は
、
　
匿
q
o
腫
鴇
邑
凱
（
7
α
q
．
y
P
p
。
ρ
㌧
幹
春
。
c
n
Q
。
1
節
①
蒔
　
に
収
録
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囚
。
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⑦
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⑦
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①
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①
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①
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叙
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憶
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。
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鼻
ρ
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Φ
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⑲
こ
の
間
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
。
閑
・
三
〇
。
溶
、
6
。
。
ρ
6
0
・

　
H
H
ド
ー
一
b
δ
9

　
　
　
　
　
パ
リ
薄
月
革
命
の
報
道
が
ベ
ル
リ
ン
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
し
て
ベ
ル
リ

内
務
省
の
中
央
協
会
に
対
す
る
態
度
に
変
化
が
見
ら
れ
た
。
中
央
協
会
に
、
当
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
三
月
の
事
件
」
と
い
う
背
景
の
も
と
、
三
月
三
一
日
の
団
体
権
の
授
与
、

四
月
二
六
日
の
国
王
基
金
一
五
〇
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
の
半
分
、
七
五
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
の
支
払
い
、
五
月
三
日
の
郵
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②

税
免
除
の
承
認
と
続
き
、
中
央
協
会
が
公
式
に
活
動
を
行
う
枠
組
み
が
で
き
あ
が
っ
た
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
状
況
も
、
中
央
協
会

に
有
利
な
よ
う
に
変
化
し
た
。
ま
ず
、
三
月
革
命
後
成
立
し
た
「
三
月
内
閣
」
に
二
人
の
協
会
員
、
す
な
わ
ち
ボ
ル
ネ
マ
ン
が
司
法
大
臣
と
し

て
、
フ
ォ
ン
・
パ
ー
ト
ウ
が
商
務
大
臣
と
し
て
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
申
央
協
会
を
監
督
す
る
権
限
を
も
つ
官
庁
が
、
従
来
の
内
務
省
か
ら
フ
ォ

ン
・
パ
ー
ト
ゥ
指
揮
下
の
商
務
省
へ
移
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
う
け
て
、
中
央
協
会
は
、
四
月
一
四
日
に
は
「
地
域
活
動
と
参
加
の
よ
び
か
け
」
を
発
表
し
、
地
方
協
会
の
設
立
と
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

中
央
協
会
と
の
連
絡
、
お
よ
び
市
民
の
参
加
を
求
め
た
。
こ
れ
に
筈
え
て
、
多
く
の
地
方
協
会
と
社
会
福
祉
施
設
が
中
央
協
会
に
関
係
を
も
ち
、

多
数
の
市
民
が
中
央
協
会
に
加
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
四
月
一
四
日
の
「
よ
び
か
け
」
以
降
、
中
央
協
会
は
、
従
来
よ
り
も
積
極
的
な
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
五
月
二
日
と
二
六
日
の

役
員
・
委
員
会
に
よ
る
準
備
を
へ
て
、
六
月
二
日
に
は
規
約
承
認
後
初
の
総
会
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
、
協
会
の
現
状
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
う

え
で
、
未
選
出
で
あ
っ
た
地
方
選
出
の
委
員
が
選
ば
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
役
員
・
委
員
会
が
全
部
で
一
五
回
開
催
さ
れ
、
総
会
は
一
八
四
八
年

六
月
二
日
に
続
き
、
　
一
八
四
九
年
四
月
四
日
、
五
月
六
日
、
　
一
〇
月
六
日
と
四
回
開
催
さ
れ
、
中
央
協
会
の
業
務
に
つ
い
て
話
し
あ
わ
れ
た
。

　
三
月
革
命
期
の
中
央
協
会
は
、
第
一
に
「
会
報
」
の
発
行
、
第
二
に
地
方
協
会
や
社
会
福
祉
施
設
へ
の
財
政
援
助
、
第
三
に
プ
ロ
イ
セ
ン
国

民
議
会
へ
の
働
き
か
け
と
い
っ
た
点
で
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
活
動
を
こ
こ
で
手
短
に
の
べ
て
お
こ
う
。

　
「
会
報
」
は
、
こ
の
時
期
、
一
八
四
八
年
八
月
二
五
日
発
行
の
第
一
号
以
下
、
全
部
で
六
号
発
行
さ
れ
、
ぺ
…
ジ
数
も
七
三
ペ
ー
ジ
を
越
え

て
い
る
。
規
約
や
役
員
・
委
員
会
の
議
事
録
を
中
心
と
し
た
中
央
協
会
の
活
動
報
告
、
中
央
協
会
と
関
係
を
も
っ
た
地
方
協
会
と
社
会
福
祉
施

設
の
報
告
、
そ
し
て
労
働
者
福
祉
に
関
す
る
提
案
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
地
方
協
会
や
社
会
福
祉
施
設
の
報
告
は
約
三
十
件
に
た
っ
し
、
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

奢
福
祉
提
案
は
九
件
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
月
革
命
中
に
各
地
で
開
催
さ
れ
た
一
連
の
手
工
業
者
、
職
人
お
よ
び
労
働
者
会
議
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
報
告
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
財
政
援
助
に
つ
い
て
は
、
一
八
四
八
年
六
月
五
日
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
労
働
者
身
分
福
祉
協
会
な
ど
三
つ
の
団
体
へ
の
援
助
を
皮
切
り
に
、
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多
く
の
団
体
へ
無
利
予
の
貸
付
と
寄
付
を
行
っ
て
い
る
。
「
会
報
」
第
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
一
八
四
八
年
六
月
一
日
か
ら
一
八
四
九
年
四
月
一

目
ま
で
の
決
算
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
八
四
八
年
九
月
十
八
臼
の
ベ
ル
リ
ン
地
方
協
会
へ
の
千
タ
ー
ラ
ー
の
貸
付
を
最
高
に
、
総
額
三
六
七
五
タ

ー
ラ
ー
の
貸
付
や
寄
付
が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
時
期
、
中
央
協
会
の
総
支
出
が
約
三
九
八
九
タ
ー
ラ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
財
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

援
助
が
当
時
の
中
央
協
会
の
活
動
に
し
め
て
い
た
位
置
が
わ
か
る
。

　
中
央
協
会
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
民
議
会
に
は
、
第
一
に
労
働
者
の
組
織
に
関
す
る
問
題
、
第
二
に
養
老
施
設
に
関
す
る
提
案
を
働
き
か
け
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
ま
ず
、
労
働
者
の
組
織
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
の
点
は
、
四
月
十
四
日
の
「
よ
び
か
け
」
で
そ
の
必
要
性
が
言
及
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
う
け

て
、
こ
の
問
題
の
た
め
に
、
役
員
・
委
員
会
が
、
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
毎
週
の
よ
う
に
開
か
れ
た
。
そ
の
結
果
、
四
九
年
一
月
八
ほ
に

は
「
工
場
労
働
者
と
そ
の
団
体
組
織
に
関
す
る
」
法
案
を
作
成
し
、
内
閣
に
提
出
し
た
。
だ
が
、
二
月
九
日
に
発
令
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
改
正

営
業
条
例
」
は
、
中
央
協
会
法
案
を
考
慮
せ
ず
、
中
央
協
会
に
と
っ
て
は
、
長
期
的
視
野
で
全
営
業
体
制
を
改
善
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
条
例
が
議
会
で
承
認
さ
れ
る
前
に
こ
の
条
例
を
修
正
し
よ
う
と
し
て
、
中
央
協
会
は
、
五
月
十
六
日
付
「
工
場
内
の
労
働
者
と
雇
用

者
の
関
係
に
関
す
る
」
新
条
例
案
を
商
務
省
に
、
　
さ
ら
に
十
月
十
八
日
付
の
請
願
を
議
会
に
提
出
し
た
も
の
の
、
　
プ
ロ
イ
セ
ン
国
民
議
会
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
改
正
営
業
条
例
」
を
可
決
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
次
に
、
養
老
施
設
計
画
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
議
論
の
き
っ
か
け
は
、
商
務
省
の
官
僚
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ポ
ン
メ
ル
H

エ
ッ
シ
ェ
が
、
一
八
四
八
年
一
〇
月
二
五
日
に
中
央
協
会
に
対
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
車
両
工
場
主
A
・
プ
フ
ル
ー
ク
の
養
老
計
画
案
へ
の
所
見

を
求
め
た
こ
と
で
あ
る
。
中
央
協
会
は
、
プ
フ
ル
ー
ク
案
以
外
の
計
扇
も
考
慮
し
、
独
自
の
計
画
案
を
商
務
省
に
提
案
す
る
と
い
う
方
針
を
と

っ
た
。
協
会
員
の
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
た
う
え
で
、
一
八
四
九
年
一
二
月
八
日
の
役
員
・
委
員
会
で
、
自
助
に
よ
る
中
央
協
会
の
養
老
施
設

案
が
決
議
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
一
二
月
一
二
日
に
プ
ロ
イ
セ
ン
議
会
の
両
院
と
商
務
省
に
提
出
さ
れ
た
が
、
両
院
も
、
内
閣
も
そ
の

計
画
案
に
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
中
央
協
会
は
、
第
二
、
第
三
の
規
約
案
を
作
成
し
、
政
府
に
こ
の
問
題
に
と
り
く
む
よ
う
う
な
が
し
た
も
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の
の
、
結
局
成
果
は
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
三
月
前
期
に
中
央
協
会
に
見
ら
れ
た
発
想
は
、
三
月
革
命
と
い
う
現
実
に
直
面
し
て
な
ん
ら
か
の
変
化
を
こ
う
む
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
中
央
協
会
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
ま
ず
見
て
い
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
四
月
＝
一
日
に
承
認
さ
れ
た
規
約
は
、
一
八
四
七
年
三
月
二
日
の
総
会
で
可
決
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
条
に
は
、
「
中
央
協

会
の
饅
的
は
、
労
働
諸
階
級
の
道
徳
的
お
よ
び
経
済
的
状
態
の
改
善
の
た
め
に
、
当
初
は
プ
降
イ
セ
ン
、
そ
し
て
で
き
る
だ
け
他
の
ド
イ
ツ
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

邦
に
お
い
て
も
、
（
そ
れ
を
）
促
進
し
、
そ
し
て
活
発
に
す
る
よ
う
に
尽
力
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
次
に
、
三
月
革
命
期
の
申
央
協
会
が
最
初
に
出
し
た
意
見
表
明
は
四
月
一
四
日
の
「
よ
び
か
け
」
で
あ
る
。
こ
の
「
よ
び
か
け
」
で
は
、
労

働
諸
階
級
の
状
態
改
善
手
段
が
五
つ
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
最
初
の
三
つ
で
は
、
ω
労
働
諸
階
級
の
精
神
的
・
道
徳
的
向
上
に
関
す

る
も
の
、
②
営
業
従
業
者
と
労
働
者
の
市
民
的
地
位
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
、
㈲
勤
勉
、
倹
約
な
ど
に
よ
る
労
働
者
の
経
済
状
態
の
向
上
が
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
よ
び
か
け
」
に
は
、
「
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
き
み
た
ち
は
、
事
態
を
暴
力
的
に
動
か
そ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
な
い
で
く
れ
、
破
壊
に
よ
っ
て
動
か
そ
う
と
し
な
い
で
く
れ
！
」
と
、
労
働
者
の
暴
力
に
対
す
る
恐
れ
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
申
央
協
会
の
立
場
表
明
と
し
て
、
最
後
に
、
一
八
四
八
年
八
月
二
五
日
差
ら
発
行
を
開
始
し
た
「
会
報
」
の
序
文
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

協
会
長
フ
ォ
ン
・
フ
ィ
ー
バ
ー
ン
に
よ
る
八
月
三
日
付
の
こ
の
文
章
は
、
中
央
協
会
の
活
動
方
針
や
「
会
報
」
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の

説
明
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
は
、
中
央
協
会
が
「
民
衆
教
育
、
社
会
お
よ
び
営
業
状
態
の
分
野
の
改
革
」
に
貢
献
す
る
と
、
中
央

協
会
の
位
置
づ
け
を
行
っ
た
う
え
で
、
「
実
利
的
な
労
働
と
そ
こ
で
働
く
人
の
繁
栄
の
基
盤
は
、
い
つ
の
時
も
勤
勉
、
技
能
、
そ
れ
に
み
あ
っ

た
販
路
、
そ
し
て
倹
約
の
ま
ま
で
あ
ろ
う
」
と
の
べ
て
お
り
、
「
勤
勉
」
や
「
倹
約
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
労
働
諸
階
級
は
、
「
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

民
社
会
の
正
当
な
構
成
員
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
」
な
い
と
さ
れ
る
。
地
方
協
会
に
も
、
「
労
働
者
の
知
的
お
よ
び
道
徳
的
教
育
、
市
民
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

面
と
社
会
的
な
面
の
向
上
」
に
と
り
く
む
よ
う
に
期
待
さ
れ
て
い
た
。
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で
は
、
地
方
協
会
や
社
会
福
祉
施
設
は
、
中
央
協
会
の
こ
の
期
待
通
り
の
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
会
報
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
地

方
協
会
や
社
会
福
祉
施
設
か
ら
の
報
告
に
よ
っ
て
こ
の
点
を
考
え
て
み
る
。
そ
う
し
た
報
告
を
支
配
し
て
い
た
発
想
は
、
次
に
分
析
す
る
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー
デ
ル
の
労
働
者
身
分
福
祉
協
会
常
同
ρ
⇔
閃
無
目
⇔
巽
く
Φ
お
貯
N
o
H
ミ
。
巳
自
①
。
。
諺
同
σ
Φ
搾
①
易
蜜
口
Ω
Φ
ω
の
例
か

ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
労
働
者
を
道
徳
的
・
精
神
的
な
面
か
ら
改
善
し
よ
う
と
い
う
発
想
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
こ
の
協
会
の
報
告
は
「
会
報
」
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
協
会
は
一
八
四
七
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
報
告
に

は
協
会
の
考
え
を
示
す
た
め
に
、
規
約
の
条
項
の
う
ち
い
く
つ
か
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
規
約
の
第
㎝
条
に
、
「
労
働
者
身
分
の

経
済
的
お
よ
び
道
徳
的
改
善
が
、
協
会
の
目
的
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
た
う
え
で
、
「
協
会
は
、
こ
の
闘
的
を
道
穂
的
影
響
力
に
よ
り
、
必
要

と
す
る
外
的
手
段
を
用
い
、
そ
し
て
労
働
諸
階
級
自
身
の
能
動
的
な
協
力
の
も
と
、
達
成
す
る
こ
と
を
そ
の
課
題
と
す
る
。
協
会
は
、
労
働
諸

階
級
と
社
会
の
他
の
諸
階
級
の
間
の
、
お
互
い
ど
う
し
の
、
好
意
と
信
用
に
基
づ
く
親
し
さ
の
必
要
性
を
認
識
し
、
そ
し
て
そ
の
価
値
が
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
央
協
会
の
】
八
四
四
年
】
○
月
二
九
日
の
発
表
会
の
発
言
と
同
内
容
と
い
え
よ

う
。
ま
た
第
六
条
に
は
、
勤
勉
の
促
進
の
た
め
に
職
業
紹
介
所
を
設
け
る
と
規
定
し
て
あ
る
。
第
十
九
条
に
よ
れ
ぽ
、
こ
の
職
業
紹
介
所
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

的
は
、
「
怠
け
者
を
人
間
社
会
の
有
用
な
構
成
員
に
改
造
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
人
間
社
会
」
は
、
「
市
民
社
会
」
と
同
じ
意

味
で
あ
ろ
う
。

　
協
会
員
に
つ
い
て
も
分
析
し
て
い
く
が
、
史
料
と
し
て
、
「
会
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
協
会
員
に
よ
る
労
働
者
福
祉
提
案
を
と
り
あ
げ
て
み
よ

う
。
こ
れ
ら
に
も
ま
た
、
労
働
諸
階
級
を
道
徳
的
・
精
神
的
な
面
か
ら
改
善
し
よ
う
と
い
う
発
想
が
強
く
見
ら
れ
る
。

　
具
体
例
と
し
て
、
「
会
報
」
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
印
刷
所
所
有
者
で
、
商
業
顧
問
宮
で
あ
っ
た
K
・
デ
ー
ゲ
ン
コ
ル
プ
囚
●
O
①
σ
q
Φ
艮
。
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
「
ド
イ
ツ
営
業
向
上
手
段
に
つ
い
て
」
を
分
析
し
よ
う
。
デ
ー
ゲ
ン
コ
ル
プ
は
、
享
楽
を
求
め
る
態
度
が
、
大
き
な
社
会
上
の
悪
の
誘
因
で

あ
る
と
し
、
そ
れ
が
結
局
プ
惚
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
堕
落
に
つ
な
が
る
と
の
べ
て
い
る
。
そ
う
い
う
状
態
を
取
り
除
く
た
め
に
、
労
働
を
名
誉
な

も
の
と
し
、
家
族
生
活
を
再
生
し
、
無
産
者
の
贅
沢
を
や
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
べ
た
う
え
で
、
最
後
に
「
労
働
、
倹
約
、
真
実
と
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ドイツ三月革命前後の労働諸階級福祉中央協会（北村）

礼
儀
を
、
自
由
な
市
民
に
欠
け
て
は
な
ら
な
い
市
民
の
徳
で
あ
る
と
認
識
す
る
世
代
を
養
成
す
る
た
め
の
基
盤
」
が
築
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
⑳

い
と
す
る
。
こ
こ
で
も
、
「
倹
約
」
、
「
礼
儀
」
な
ど
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
し

た
も
の
が
「
市
畏
の
徳
」
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
デ
ー
ゲ
ン
コ
ル
プ
は
、
「
物
質
的
・
精
神
的
脈
絡
で
労
働
者
の
状
態
と
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番

場
を
改
善
し
、
社
会
の
全
階
級
を
お
た
が
い
に
近
づ
け
る
」
、
「
全
民
衆
の
道
徳
的
尊
さ
の
向
上
」
、
「
失
わ
れ
た
中
間
段
階
の
再
生
」
と
い
っ
た

こ
と
を
の
べ
て
い
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
三
月
革
命
期
に
も
、
三
月
前
期
に
見
ら
れ
た
中
央
協
会
の
発
想
の
パ
タ
ー
ン
が
維
持
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
道
徳
的
・
精
神
的
な
面
か
ら
の
労
働
諸
階
級
の
状
態
改
善
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
「
自
助
」
、
「
倹
約
」
、
「
勤
勉
」
と
い
っ
た
市
民
的
な

道
徳
価
値
規
範
を
「
非
道
徳
的
」
な
労
働
諸
階
級
に
与
え
、
労
働
諸
階
級
を
「
市
民
社
会
の
正
当
な
構
成
員
」
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
三
月
革
命
期
の
騒
動
を
反
映
し
て
、
労
働
者
の
暴
力
な
ど
へ
の
嫌
悪
感
も
見
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
Q
D
一

①
　
三
月
革
命
期
の
中
央
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
％
〇
三
〇
〇
冒
や
一
り
Q
。
。
。
㌧
ψ

　
卜
。
無
を
参
照
。

②
こ
れ
ら
一
連
の
文
章
は
、
』
§
～
ぎ
簿
§
鷺
§
γ
一
〇
。
腿
○
。
、
ω
．
（
刈
）
人
b
。
『
）
に
掲
載
。

③
こ
の
時
期
の
中
央
協
会
と
地
方
協
会
な
ど
と
の
関
係
は
、
次
の
文
献
を
参
照
。

　
涛
Φ
巳
0
9
（
ρ
一
㊤
c
Q
Q
Q
い
ω
．
一
↓
G
O
l
一
〇
Q
海
．

④
こ
の
時
期
「
会
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
労
働
者
福
祉
提
案
で
は
、
労
働
者
の
団
結
、

　
フ
ラ
ン
ス
の
圏
立
作
業
場
、
出
来
高
払
い
・
臼
雇
い
、
営
業
、
工
場
労
働
者
、
孤

　
児
、
鼠
内
植
民
と
い
っ
た
問
題
が
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る
。

⑤
ミ
ミ
馬
き
ミ
偽
§
、
b
。
㌧
｝
Q
。
心
ρ
ω
’
（
一
刈
“
）
1
（
春
⊃
9
。
。
。
）
に
収
録
。

⑥
晦
9
鼠
P
ψ
（
自
Φ
Y
（
自
。
。
ソ

⑦
”
〇
三
①
。
冨
し
り
。
。
ω
い
の
」
露
－
卜
。
ミ
■

⑧
　
…
八
四
九
年
五
月
十
六
日
付
「
工
場
内
の
労
働
者
と
雇
用
者
の
関
係
に
関
す
る

　
条
例
案
」
は
、
　
ミ
§
ミ
馬
§
毒
ミ
び
ρ
一
G
。
膳
㊤
、
o
弓
。
（
お
①
Y
（
鳶
O
）
に
、
十
月
十
八

　
日
付
請
願
は
、
図
9
昌
量
や
伊
一
。
。
心
P
ψ
（
α
。
。
窃
Y
（
α
。
。
刈
）
に
掲
載
。

＠＠＠＠　＠＠　＠＠＠＠＠＠＠＠
男
⑦
三
①
o
開
O
、
一
ゆ
Q
Q
ω
㍉
ω
。
b
◎
一
刈
一
丸
σ
ω
メ

こ
の
規
約
は
、
ミ
ミ
ぎ
き
ミ
碗
§
」
ど
H
o
。
継
Q
。
い
G
O
顧

目
σ
o
鼠
P
o
D
・
（
お
ソ

国
σ
o
ロ
島
ρ
ω
．
（
b
。
b
。
Y
（
濫
）
噛

国
σ
①
巳
P
ψ
（
b
。
。
。
Y
（
b
。
蒔
）
．

朔
σ
o
民
2
0
Q
．
（
b
⊃
Q
◎
）
．

国
ぴ
⑦
ロ
儒
2
6
Q
●
（
碕
Y
（
誌
）
◎

団
σ
窪
α
P
o
っ
．
（
圃
）
剛
，

掬
σ
o
邑
ρ
ω
’
（
二
Y

国
び
①
民
増
ω
．
（
露
Y
（
ざ
Y

団
ぴ
①
＆
ρ
ω
．
（
雪
）
。

図
び
①
ヨ
2
ω
。
（
①
Q
。
）
．

国
σ
o
昌
α
P
ω
。
（
Φ
Q
。
）
臨
．

国
σ
Φ
銭
斜
島
。
”
ψ
（
N
ω
Q
。
）
1
（
謡
g
。
）
■

（一

ﾖ
）
人
δ
）
に
掲
載
。
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＠
　
国
σ
o
巳
斜
o
Q
．
（
b
◎
。
。
㊤
）
や

⑭
国
び
魯
母
。

⑯
　
国
ぴ
曾
鳥
p
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o
■
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に
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心
）
．

⑯
　
国
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①
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P
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Ω
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第
五
章
　
三
　
月
　
後
　
期

1

一
八
五
〇
年
～
一
八
五
四
年

　
三
月
革
命
期
に
一
時
活
況
を
き
た
し
た
中
央
協
会
の
活
動
で
あ
る
が
、
革
命
の
終
息
と
と
も
に
活
動
は
沈
滞
す
る
。
全
プ
ロ
イ
セ
ン
養
老
施

設
計
画
案
も
、
営
業
条
例
の
審
議
へ
の
働
き
か
け
も
、
ほ
と
ん
ど
政
府
か
ら
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
。
一
八
四
九
年
に
は
、
第
二
章
で
の
べ
た
よ

う
に
、
協
会
員
の
脱
退
が
相
次
い
だ
。
一
八
四
九
年
四
月
四
日
の
総
会
に
お
け
る
協
会
長
の
開
会
の
辞
に
は
、
す
で
に
こ
う
し
た
状
況
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
①

が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
中
央
協
会
も
活
動
の
沈
滞
を
手
を
こ
ま
ね
い
て
見
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
中
央
協
会
は
、
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

加
の
可
能
性
の
あ
る
人
物
に
そ
れ
ま
で
発
行
し
て
い
た
「
会
報
」
を
送
付
し
、
参
加
を
呼
び
か
け
た
り
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
そ
う
し
た
試
み
寮
成
果
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
た
め
、
一
八
四
九
年
八
月
八
日
目
協
会
長
に
就
任
し
た
A
・
レ
ッ
テ
の
指
導
の
も
と
、
中
央

協
会
は
一
八
五
〇
年
に
そ
の
組
織
を
再
編
成
し
た
。
　
四
月
一
〇
日
と
五
月
一
五
日
に
中
央
協
会
決
議
が
採
決
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

「
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
に
つ
い
て
の
告
示
」
（
六
月
＝
一
日
）
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
再
編
成
後
の
中
央
協
会
の
組
織
を
整

理
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
こ
の
再
編
成
は
、
三
月
革
命
期
の
活
動
の
失
敗
を
か
ん
が
み
て
と
ら
れ
た
、
実
現
可
能
な
路
線
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ

の
目
的
は
、
中
央
協
会
を
、
労
働
者
福
祉
施
設
の
結
集
点
と
し
、
情
報
を
収
集
、
精
選
、
検
査
し
、
そ
し
て
各
方
面
に
提
供
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
中
央
協
会
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
新
た
に
、
ω
十
四
の
分
科
会
に
よ
る
役
員
と
委
員
へ
の
業
務
分
担
、
②
資
料
の
収
集
と
そ
の

「
会
報
」
に
よ
る
普
及
、
㈲
常
設
の
事
務
所
の
設
置
が
行
わ
れ
た
。
設
け
ら
れ
た
分
科
会
は
、
1
貯
蓄
・
奨
励
金
金
庫
、
E
地
方
協
会
、
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皿
貸
付
金
庫
・
銀
行
欄
度
、
W
保
証
金
金
庫
、
V
死
亡
・
疾
病
金
庫
、
W
勤
務
不
能
者
・
養
老
金
庫
、
W
営
業
階
級
の
組
織
、
W
刑
務

履
K
警
・
公
開
講
渥
昌
書
頼
淫
居
・
健
崇
饗
塵
労
讐
㎜
会
計
に
関
す
・
も
の
で
あ
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
「
会
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
中
央
協
会
の
年
次
報
告
を
見
て
み
る
と
、
一
八
五
〇
年
か
ら
一
八
五
三
年
に
か
け
て
、
申
央
協
会
は
再
編
成
の
際

の
方
針
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

　
図
書
の
収
集
が
、
活
発
に
行
わ
れ
た
の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
一
八
五
一
年
の
時
点
で
四
三
八
冊
の
書
籍
が
中
央
協
会
図
書
館
に
所
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
一
八
五
四
年
に
は
六
一
二
冊
に
ふ
え
て
い
る
。
情
報
収
集
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
と
く
に
積
極
的
に
情
報
が
収
集

さ
れ
た
の
は
、
賠
蓄
金
庫
ω
℃
貧
犀
霧
の
Φ
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。
「
会
報
」
の
十
号
と
十
三
号
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
、
十
一
号
も
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

り
の
ペ
ー
ジ
を
貯
蓄
金
庫
に
さ
き
、
他
の
号
の
記
事
も
あ
わ
せ
る
と
、
貯
蓄
金
庫
に
関
す
る
記
事
は
三
八
○
ペ
ー
ジ
に
達
す
る
。

　
「
会
報
」
も
こ
の
時
期
、
全
部
で
一
四
圏
発
行
さ
れ
た
。
福
祉
施
設
の
報
告
は
、
全
部
で
三
二
掲
載
さ
れ
、
ま
た
労
働
者
福
祉
の
た
め
の
提

案
は
全
部
で
十
四
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
中
央
協
会
主
催
の
公
開
講
演
も
、
一
八
五
〇
年
に
一
度
、
一
八
五
一
年
に
三
度
、
一
八
五
二
年
に
六
度

　
　
　
　
⑩

開
催
さ
れ
た
。
労
働
者
福
祉
提
案
と
公
開
講
演
で
は
、
社
会
保
証
機
関
、
成
人
教
育
、
教
育
、
刑
務
所
、
浴
場
・
洗
濯
場
、
保
育
、
住
宅
、
孤

児
、
営
業
の
自
由
、
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
、
児
童
の
工
場
労
働
、
乳
児
託
児
所
、
そ
し
て
模
範
工
場
と
い
っ
た
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

こ
の
時
期
の
中
央
協
会
の
関
心
の
広
が
り
が
っ
か
め
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
提
案
や
講
演
は
、
椙
互
の
つ
な
が
り
に
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
提
案
や
講
演
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
特
定

の
問
題
へ
の
関
心
が
中
央
協
会
内
部
で
高
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
会
報
」
を
見
る
か
ぎ
り
で
は
、
三
月
革
命
期
の
養
老
問
題
の
よ

う
に
、
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
か
わ
さ
れ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
「
会
報
」
は
、
協
会
員
潮
面
の
議
論
の
揚
と

い
う
よ
り
、
単
な
る
情
報
交
換
の
場
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
中
央
協
会
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
「
会
報
」
の
ほ
か
に
、
当
局
や
民
問
組
織
を
対
象
と
し
て
、
石
版
画
通
信
が
発
行
さ
れ
た
り
も
し
て

　
⑪
い
る
。
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総
会
は
、
一
八
五
〇
年
一
〇
月
一
二
日
、
五
一
年
四
月
一
六
日
、
五
二
年
五
月
二
四
欝
、
五
三
年
六
月
一
日
、
そ
し
て
五
四
年
七
月
五
日
に

開
催
さ
れ
て
い
る
。
役
員
・
委
員
会
は
何
回
開
か
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
会
報
」
に
は
役
員
・
委
員
会
の
議
事
録
が
四
回
掲
載
さ
れ
て

　
⑫
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
中
央
協
会
の
協
会
員
数
は
、
一
八
四
八
年
の
三
四
四
人
か
ら
二
一
七
人
に
減
少
し
た
わ
け
だ
が
、
次
の
よ
う
な
事
実
を
考

え
る
と
、
中
央
協
会
が
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ベ
ル
リ
ン
社
会
で
完
全
に
魅
力
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
中
央
協
会
に
は
多
く
の
有
名
人
が
参
加
し
た
が
、
そ
う
し
た
入
の
か
な
り
が
こ
の
時
期
で
も
協
会
を
や
め
ず
に
い
る
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
官
僚
フ
ォ
ン
・
フ
ィ
ー
バ
ー
ン
、
教
育
者
カ
リ
ッ
シ
ュ
、
そ
し
て
本
屋
フ
ァ
イ
ト
と
い
っ
た
人
物
が
、
「
会
報
」
に
記
事
を
載
せ
て

　
⑬
い
る
。
さ
ら
に
、
一
八
五
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
中
央
協
会
を
な
ん
ら
か
の
形
で
や
め
た
人
は
四
十
人
で
あ
っ
た
が
、
同
数
の
四
十
人
が
新

た
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
時
参
加
し
た
人
物
で
注
月
す
べ
き
は
、
当
時
ベ
ル
リ
ン
大
学
や
市
議
会
で
の
活
動
で
有
名
で
あ
り
、
の
ち
に
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

協
会
の
協
会
長
と
な
る
グ
ナ
イ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
再
編
成
時
に
設
け
ら
れ
た
常
設
の
事
務
所
は
、
ウ
ン
タ
ー
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

近
い
市
の
中
心
部
に
位
置
し
、
ま
た
広
場
に
面
し
て
い
た
た
め
、
人
嗣
に
つ
き
や
す
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
中
央
協
会
は
三
月
革
命
期
の
活
発
な
対
外
活
動
の
場
か
ら
、
地
道
な
情
報
収
集
・
提
供
・
交
換
活
動
の
舞
台
へ
と
転
換
し
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
以
降
中
央
協
会
と
し
て
の
活
動
は
前
面
に
鵬
て
こ
な
く
な
り
、
実
践
的
な
福
祉
活
動
は
地
方
協
会
や
福
祉
施
設
、
労
働
者
福
祉

の
た
め
の
議
論
は
協
会
員
個
人
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
再
編
成
後
の
中
央
協
会
の
発
想
の
パ
タ
ー
ン
を
見
て
い
こ
う
。

　
中
央
協
会
が
再
編
成
後
の
活
動
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
の
は
、
一
八
五
〇
年
一
〇
月
一
二
日
の
第
三
回
定
例
総
会
に
お
け
る
協
会
長
レ

　
　
　
　
　
　
⑯

ッ
テ
の
年
次
報
告
で
あ
る
。
こ
こ
で
レ
ッ
テ
は
、
中
央
協
会
の
活
動
が
一
つ
の
転
換
点
に
き
た
と
い
う
認
識
の
も
と
、
従
来
の
活
動
を
概
観
し
、

中
央
協
会
組
織
の
再
編
成
と
こ
れ
か
ら
の
活
動
方
針
を
の
べ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
順
を
お
っ
て
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
設
立
時
か
ら
の
中
央
協
会
の
活
動
を
概
観
し
た
の
ち
、
教
会
と
い
っ
た
他
の
道
徳
的
諸
力
が
労
働
諸
階
級
福
祉
に
と
り
く
ん
で
い
る

64　（380）
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の
で
、
申
央
協
会
は
も
う
不
用
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
提
示
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
協
会
に
は
労
働
諸
階
級
福
祉
の
義
務
が
あ
る
と
し

た
う
え
で
、
「
社
会
改
革
の
必
要
性
が
、
　
つ
ね
に
政
治
革
命
の
根
底
的
で
、
内
的
な
起
動
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
れ
ぱ
す
る
ほ
ど
、

我
々
の
協
会
を
、
そ
の
活
動
と
と
も
に
、
時
代
遅
れ
の
も
の
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
中
央
協
会
が
活
動

を
続
け
る
要
因
と
し
て
、
革
命
へ
の
恐
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
報
告
は
協
会
組
織
の
再
編
成
に
移
り
、
そ
こ
で
規
約
に
定
め
ら
れ

て
い
た
協
会
の
目
的
－
労
働
諸
階
級
の
道
徳
的
お
よ
び
経
済
的
状
態
の
改
善
へ
の
尽
力
、
が
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
中
央
協
会
の
も
つ

意
義
は
、
そ
の
道
徳
的
な
力
と
影
響
に
お
か
れ
て
い
る
。
協
会
の
目
標
を
さ
ら
に
、
「
下
層
民
衆
階
級
と
上
層
民
衆
階
級
を
」
「
近
づ
け
」
、
「
公

共
心
と
隣
人
愛
を
喚
起
」
し
、
労
働
諸
階
級
を
「
向
上
」
さ
せ
る
こ
と
と
い
い
か
え
て
い
る
。
協
会
長
は
、
そ
れ
か
ら
具
体
的
な
活
動
を
列
挙

し
、
最
後
に
中
央
協
会
組
織
再
編
成
に
よ
っ
て
成
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
報
告
を
終
え
て
い
る
。

　
中
央
協
会
の
再
編
成
後
に
実
践
的
福
祉
活
動
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
、
地
方
協
会
と
社
会
福
祉
施
設
で
あ
る
。
「
会
報
」
に
掲
載
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

こ
う
し
た
団
体
の
活
動
報
告
の
な
か
か
ら
典
型
的
な
例
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
b
u
①
忌
昌
曾
σ
q
①
ヨ
巴
言
簿
N
お
Φ
b
d
き
σ
q
Φ
。
。
①
房
。
げ
p
津

を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
こ
の
協
会
は
、
一
八
四
七
年
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
規
約
は
一
八
四
八
年
一
〇
月
二
八
聞
に
当
局
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
協
会
の
目
的

は
、
「
細
民
」
巨
①
冒
①
門
Φ
葺
Φ
の
た
め
に
、
土
地
の
購
入
と
建
築
に
よ
っ
て
、
健
康
的
で
、
広
い
家
屋
を
、
建
築
し
、
で
き
る
だ
け
安
く
賃
貸

し
、
そ
し
て
土
地
獲
得
の
見
込
み
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
中
央
協
会
は
、
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
を
「
中
央
協
会
の
一
般
的
な
性
格
と
一
致
し
た
も
の
」
と
評
価
し
て
お
り
、
ま
た
こ
の
協
会
と
中

央
協
会
と
の
関
係
は
密
接
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
四
八
年
の
時
点
で
、
中
央
協
会
は
、
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
に
五
〇
〇
タ
ー
ラ
1
の
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

付
を
与
え
、
ま
た
中
央
協
会
が
こ
の
協
会
の
協
会
員
と
な
り
、
三
年
分
の
会
費
と
し
て
二
五
タ
ー
ラ
ー
を
払
っ
て
い
る
。
以
後
も
、
両
者
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

係
は
続
き
、
双
方
の
会
議
に
お
た
が
い
に
代
表
を
派
遣
し
あ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
八
五
三
年
一
一
月
に
国
王
基
金
の
残
り
半
分
の
七
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

○
タ
ー
ラ
ー
が
中
央
協
会
に
渡
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
す
べ
て
ベ
ル
リ
ン
共
同
建
築
協
会
の
株
に
投
資
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
協
会
も
、
そ
の
背
景
と
す
る
発
想
は
中
央
協
会
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
そ
の
思
想
が
「
無
所
有
労
働
者
を
労
働
所

有
者
に
変
え
る
」
も
の
と
さ
れ
た
り
、
「
労
働
諸
階
級
の
当
該
階
級
の
自
立
的
協
力
」
を
求
め
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
市
民
が
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

働
者
に
手
本
を
示
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
も
の
べ
て
い
る
。

　
で
は
、
労
働
者
福
祉
に
つ
い
て
の
議
論
の
担
い
手
で
あ
る
協
会
員
個
入
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
協
会
員
の
発
想
を
知
る
史
料
と
し
て
、

「
会
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
労
働
者
福
祉
の
た
め
の
提
案
を
と
り
あ
げ
て
み
る
。
そ
う
し
た
提
案
で
支
配
的
な
の
は
、
次
の
建
築
調
査
官
W
・
エ

ン
、
ミ
ッ
ヒ
妻
e
閃
ヨ
邑
。
げ
の
「
小
営
業
従
事
考
維
持
に
と
っ
て
の
様
々
な
悪
状
況
と
必
要
と
す
る
も
の
、
な
ら
び
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

減
ら
す
手
段
に
つ
い
て
の
考
察
」
と
い
う
論
文
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
従
来
と
同
様
、
労
働
諸
階
級
に
市
民
的
・
道
徳
的
価
値
規
範
を
身
に
つ

け
さ
せ
よ
う
と
い
う
発
想
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

・
こ
の
論
文
は
、
「
会
報
」
新
シ
リ
ー
ズ
第
一
巻
四
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
信
用
制
度
や
保
険
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
に
見
ら
れ
る

悪
状
況
や
対
処
法
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
悪
状
況
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
「
間
接
的
に
、
名
誉
心
と
公
平
の
喚
起
な
い
し

は
強
化
に
よ
っ
て
、
道
徳
的
な
手
段
で
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
」
と
、
道
徳
的
観
点
か
ら
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、

全
体
を
通
し
て
と
ら
れ
る
べ
き
原
則
に
つ
い
て
の
べ
て
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
貧
困
へ
の
対
処
は
」
「
お
も
に
自
助
と
収
入
能
力
の
喚
起
と
強
化
に

よ
っ
て
え
ら
れ
」
、
「
こ
う
し
た
方
法
で
」
「
自
尊
心
が
喚
起
さ
れ
、
行
動
力
が
強
化
し
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
倹
約
へ
の
衝
動
が
発
展
」
し
、
そ

し
て
、
そ
れ
は
「
そ
れ
か
ら
秩
序
感
覚
、
な
ら
び
に
公
共
心
を
促
進
し
、
そ
し
て
そ
の
次
に
安
全
と
満
足
を
保
証
す
る
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て

い
る
。
ほ
か
に
も
、
「
無
所
有
労
働
者
を
所
有
労
働
者
に
す
る
」
と
い
っ
た
こ
と
も
、
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
組
織
再
編
成
後
の
中
央
協
会
に
お
い
て
も
、
従
来
と
同
様
、
道
徳
的
な
面
か
ら
の
労
働
者
救
済
と
い
う
発
想
が
、

中
心
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
際
、
市
民
が
労
働
者
に
手
本
を
示
そ
う
と
い
う
態
度
も
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
な
国
標
は
、
労
働
者
を
市

民
に
「
向
上
」
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
革
命
に
対
す
る
恐
れ
も
見
ら
れ
た
。

　
一
方
、
中
央
協
会
の
活
動
は
、
う
ま
く
軌
道
に
の
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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㊨

　
ま
ず
、
協
会
員
は
、
第
二
章
で
の
べ
た
よ
う
に
、
減
少
し
続
け
た
。
総
会
の
出
席
者
に
し
て
も
、
そ
の
大
多
数
が
役
員
か
委
員
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

公
開
講
演
も
、
一
八
五
二
年
に
六
回
行
わ
れ
た
も
の
の
、
一
八
五
三
年
と
五
四
年
に
は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
石
版
画
通
信
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
八
五
三
年
一
月
一
日
に
廃
刊
さ
れ
て
い
る
。

　
組
織
再
編
成
の
際
の
目
玉
で
あ
っ
た
分
科
会
の
活
動
も
、
一
八
五
二
年
の
総
会
で
協
会
長
が
「
た
し
か
に
、
現
在
ま
で
、
わ
ず
か
の
分
科
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

だ
け
が
、
定
期
的
で
、
持
続
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
」
と
の
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
解
る
よ
う
に
、
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
実
際
、
こ
の
分
科
会
は
、
兼
任
が
多
く
、
十
分
な
活
動
を
行
う
に
は
も
と
も
と
無
理
が
あ
っ
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
あ
る
。
一
八
五

〇
年
に
は
、
協
会
長
レ
ヅ
テ
ら
四
人
の
四
つ
を
筆
頭
に
、
か
な
り
の
人
が
二
つ
以
上
の
分
科
会
を
兼
任
し
て
い
る
。
職
業
を
も
っ
た
協
会
員
が
、

自
分
の
職
業
の
ほ
か
に
、
複
数
の
分
科
会
の
活
動
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
一
八
五
一
年
に
な
る
と
、
分
科

会
は
統
合
、
整
理
さ
れ
＝
と
な
る
が
、
一
番
多
い
人
で
七
つ
の
分
科
会
を
兼
任
し
て
い
る
な
ど
、
兼
任
の
傾
向
は
、
前
年
に
ま
し
て
強
く
な

っ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
地
方
協
会
や
社
会
福
祉
施
設
へ
の
援
助
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
く
と
、
一
八
四
九
年
に
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
支
出
の
大
部
分

が
こ
う
し
た
援
助
で
あ
っ
た
が
、
一
八
五
三
年
に
は
、
総
支
出
約
七
〇
七
一
タ
ー
ラ
ー
の
う
ち
、
貸
付
と
寄
付
は
五
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
に
す
ぎ
な

く
な
っ
て
い
る
。
予
算
面
で
も
、
一
八
五
二
年
度
予
算
と
な
る
と
、
貸
付
と
寄
付
は
一
三
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
が
割
り
あ
て
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

く
な
っ
た
。

2

皿
八
五
四
年
～
一
八
五
八
年

　
中
央
協
会
の
活
動
は
、
　
一
八
五
四
年
頃
か
ら
五
八
年
頃
ま
で
ほ
と
ん
ど
史
料
か
ら
よ
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
一
八
五
四
年
ま
で
毎
年

「
会
報
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
年
次
報
告
も
、
一
八
五
四
年
度
分
以
降
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
　
一
八
五
三
年
度
以
降
の
予
算
や
領
野
も
不
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
る
。
中
央
協
会
は
、
の
ち
に
数
度
に
わ
た
っ
て
そ
の
活
動
の
回
顧
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
て
も
こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
知
識
を
ふ
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や
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
八
五
八
年
か
ら
中
央
協
会
は
、
機
関
誌
の
タ
イ
ト
ル
を
「
雑
誌
」
へ
変
え
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
巻
三
号
の
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

五
八
年
度
の
活
動
報
告
を
見
て
も
、
と
く
に
一
八
五
八
年
に
中
央
協
会
が
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
こ
の
時
期
、
中
央
協
会
は
ほ
と
ん
ど
活
動
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
数
字
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

公
開
講
演
は
、
こ
の
時
期
一
八
五
五
年
と
一
八
五
七
年
に
一
回
ず
つ
行
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
「
会
報
」
の
発
行
回
数
も
、
多
い
年
で
　

八
五
六
年
の
二
王
に
す
ぎ
ず
、
五
七
年
に
は
一
度
も
発
行
さ
れ
て
い
な
い
。
協
会
員
数
も
減
少
が
続
き
、
一
八
五
三
年
に
一
九
九
人
で
あ
っ
た

の
が
、
一
八
五
八
年
に
は
一
六
七
人
に
な
っ
て
い
る
。
　
｝
八
五
三
年
度
決
算
に
よ
れ
ば
、
そ
の
年
中
央
協
会
は
一
七
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
の
支
出
が

あ
っ
た
が
、
一
八
五
八
年
度
予
算
で
は
支
出
と
し
て
一
三
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
が
計
上
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
、
国
王
基
金
の
一
五
〇

〇
〇
タ
ー
ラ
ー
も
使
い
道
が
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
金
額
を
投
資
に
回
す
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
、
利
子
を
含
め
、
】
八
五
八
年
に
は
一
七
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

○
タ
ー
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
中
央
協
会
が
こ
の
時
期
行
っ
て
い
た
活
動
と
し
て
、
史
料
か
ら
解
る
も
の
を
列
挙
す
る
と
、
「
会
報
」
の
発
行
、
公
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

講
演
の
開
催
、
一
般
養
老
施
設
案
の
再
提
案
、
そ
し
て
国
際
福
祉
会
議
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
マ
イ
ン
、
一
八
五
七
年
）
へ
の
協
会
員

　
　
⑯

の
参
加
と
な
ろ
う
。
「
会
報
」
は
、
こ
の
時
期
、
全
部
で
四
回
発
行
さ
れ
、
地
方
協
会
や
社
会
福
祉
施
設
の
報
告
が
六
件
、
労
働
者
福
祉
の
た

め
の
提
案
が
五
件
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
中
央
協
会
の
発
想
の
パ
タ
ー
ン
は
こ
の
時
期
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
中
央
協
会
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
活
動
方
針
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
と
し
て
は
、
「
会
報
」
新
シ
リ
ー
ズ
第
二
巻
四
・
五
号
の
「
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ロ
イ
セ
ン
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
雑
誌
告
知
」
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
央
協
会
の
活
動
の
活
性
化
と
拡
大
の
た
め
に
、
そ
の
機
関
誌

を
従
来
の
「
会
報
」
か
ら
「
雑
誌
」
に
転
換
す
る
こ
と
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
中
央
協
会
の
活
動
は
、
以
前
と
同
様
「
労
働
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

階
級
の
道
徳
的
お
よ
び
経
済
的
状
態
の
改
善
を
促
進
し
、
奨
励
す
る
よ
う
に
尽
力
す
る
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
地
方
協
会
と
社
会
福
祉
施
設
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
次
の
コ
ー
ベ
ス
に
よ
る
バ
イ
エ
ル
ン
の
墾
ヨ
ハ
ネ
協
会
に
関
す
る
報
告
の
例
が
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示
す
よ
う
に
、
そ
の
す
べ
て
に
市
民
的
・
道
徳
的
価
値
規
範
を
労
働
諸
階
級
に
与
え
よ
う
と
い
う
態
度
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
協
会
は
一
八
五
四
年
に
バ
イ
エ
ル
ン
國
王
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
出
世
の
肝
煎
り
で
設
立
さ
れ
た
。
報
告
者
の
コ
ー
ベ
ス
に
よ
れ
ば
「
そ
の

組
織
と
試
み
は
、
多
面
に
わ
た
っ
て
中
央
協
会
と
似
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
そ
の
活
動
領
域
の
第
一
点
と
し
て
、
「
㈲
貧
者
の
宗
教
的
、
道
徳

的
、
さ
ら
に
精
神
的
救
護
に
配
慮
す
る
こ
と
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
支
部
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
「
家
族
生
活
の
向
上
、
貧
者
の

秩
序
お
よ
び
経
済
的
精
神
の
喚
起
、
（
中
略
）
堕
落
を
も
た
ら
す
こ
じ
き
の
排
除
が
、
す
で
に
一
八
五
四
年
に
支
部
協
会
の
き
わ
だ
っ
た
活
動
と

指
導
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
協
会
員
個
人
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
支
配
的
な
発
想
は
、
労
働
諸
階
級
に
市
民
的
・
道
徳
的
価
値
規
範
を
与
え
る
こ
と

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
具
体
例
と
し
て
、
C
・
G
・
ク
リ
ー
ス
の
「
プ
ロ
イ
セ
ン
の
地
方
労
働
者
の
状
況
と
イ
ギ
リ
ス
の
救
貧
・
居
住
地
法
の
状
態
に
つ
い
て
」
を

分
析
し
て
い
こ
う
。
こ
れ
は
、
一
八
五
五
年
二
月
に
行
わ
れ
た
公
開
講
演
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
地
方
労
働
者
の
賃
金
形

態
を
急
心
と
し
た
生
活
状
況
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
救
貧
法
と
居
住
地
法
に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
ク
リ
ー
ス
は
、
年
契
約
や
そ
れ
以
上

の
期
間
に
わ
た
る
労
働
者
と
雇
用
着
の
就
業
関
係
を
否
定
す
る
。
そ
れ
は
、
「
勤
勉
、
福
祉
、
教
育
、
そ
し
て
自
立
と
い
う
点
で
労
働
諸
階
級

を
と
も
か
く
助
長
す
る
も
の
」
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
分
析
し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
中
央
協
会
は
、
市
民
的
・
道
徳
的
価
値
規
範
を
、
労
働
諸
階
級
に
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
で
、
労
働
諸
階
級
の
救
済
を
行
お
う
と
し
た
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。

　
一
八
五
八
年
は
、
中
央
協
会
に
と
っ
て
、
五
〇
年
に
つ
づ
く
転
換
点
と
な
っ
た
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
マ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
た
国
際
福
祉
会
議
へ
協
会
員
が
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
以
前
よ
り
も
定
期
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

機
関
誌
は
、
「
会
報
扁
か
ら
「
雑
誌
」
へ
と
名
称
変
更
さ
れ
、
定
期
刊
行
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
①
ミ
馬
ミ
職
N
§
偽
§
、
ω
慧
H
。
。
鳥
P
ω
噸
（
さ
脚
）
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
図
ぴ
。
邑
ρ
①
弘
。
。
頓
9
ω
．
（
コ
①
）
幽
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③
勧
誘
の
た
め
に
送
っ
た
首
通
以
上
の
手
紙
に
は
、
返
事
が
な
か
っ
た
。
図
σ
魯
－

　
山
2
置
、
一
◎
◎
認
”
ω
’
（
　
刈
O
同
）
．

④
　
四
月
十
日
と
五
月
一
五
鷺
の
中
央
協
会
決
議
は
、
国
σ
o
ロ
α
甜
N
H
Q
。
笛
9
ω
・
（
↓
Q
。
O
）

　
濃
霧
凱
）
、
「
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
に
つ
い
て
の
告
示
」
は
、
淘
σ
①
邑
2
8

　
お
9
》
ψ
（
“
ω
㎝
）
1
（
刈
ω
O
）
に
収
録
。

⑥
口
。
巳
①
o
ぎ
、
お
○
。
G
。
、
ψ
b
。
竃
・

⑥
　
」
§
§
恥
導
ミ
砧
§
㌧
8
一
Q
。
α
ρ
ω
■
（
鬼
畜
Y
（
刈
。
。
㊤
y
ほ
か
に
、
公
開
講
演
や
夕
食

　
会
な
ど
も
計
画
に
い
れ
ら
れ
て
い
た
。

⑦
一
八
五
〇
年
一
〇
月
一
二
日
の
総
会
で
行
わ
れ
た
年
次
報
告
は
、
国
σ
自
α
ρ
G
。
噸

　
蕊
α
ρ
ω
・
（
り
6
Y
（
㊤
お
）
、
一
八
五
二
年
置
月
二
四
日
の
総
会
で
行
わ
れ
た
年
次

　
報
告
は
、
国
σ
窪
α
9
ぱ
℃
謎
紹
”
o
り
■
（
蕊
㊤
α
Y
（
笥
δ
）
、
　
一
八
五
三
年
六
月
一
日

　
の
総
会
で
行
わ
れ
た
年
次
報
告
は
、
　
悶
げ
魯
舞
、
翼
窪
。
「
o
お
①
H
l
b
。
㌔
o
・
旨
こ
ω
・

　
（
ひ
。
O
邸
。
b
。
Y
（
b
。
O
繊
）
、
　
一
八
五
四
年
七
月
五
臼
の
総
会
で
行
わ
れ
た
年
次
報
告
は
、

　
国
σ
①
口
α
p
い
劉
①
q
Φ
凋
9
σ
q
o
b
。
占
、
一
◎
。
㎝
伊
ψ
（
鱒
総
門
）
－
（
卜
。
α
。
。
b
。
）
に
掲
載
さ
れ
て
い

　
る
。

⑧
一
八
五
一
年
の
書
籍
数
は
、
国
σ
①
民
ρ
に
払
。
。
諺
、
ω
・
（
露
O
一
Y
（
這
。
。
蒔
）
の
中

　
央
協
会
図
書
館
図
霞
目
録
、
　
一
八
五
四
年
の
書
籍
数
に
つ
い
て
は
、
　
国
σ
。
＆
甜

　
累
①
き
団
2
α
q
o
一
ム
㌔
ρ
一
‘
ω
．
（
爬
器
O
）
人
器
O
①
）
噛
累
2
0
男
9
α
受
Φ
ド
凸
・
◎
o
」
こ

　
o
っ
’
（
b
。
幽
忠
Y
（
b
。
藤
①
①
）
の
中
央
協
会
蔵
書
日
録
に
よ
る
。

⑨
十
号
は
一
二
四
頁
中
九
六
頁
、
一
一
号
は
七
八
頁
中
三
二
頁
、
一
三
号
は
一
一

　
二
頁
中
九
四
頁
を
貯
蓄
金
庫
に
関
す
る
情
報
に
あ
て
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
ベ
ル

　
ギ
ー
の
相
互
扶
助
金
庫
法
案
の
審
議
の
模
様
が
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
の
糊
互

　
挟
助
金
庫
の
状
況
を
ふ
く
め
て
、
「
会
報
」
　
一
二
号
す
べ
て
を
使
っ
て
掲
載
さ
れ

　
て
い
る
。
国
σ
魯
血
9
。
㌔
H
b
。
暫
お
器
．

⑩
国
簿
。
。
8
げ
自
σ
q
い
国
ロ
ジ
鼠
。
鉱
壽
σ
q
q
民
↓
議
賦
σ
Q
ド
②
蹄
α
霧
O
撃
貯
既
－
＜
①
箒
貯
ω

　
凄
同
魯
。
。
≦
〇
三
α
魯
母
9
障
。
邑
魯
囚
冨
・
。
ω
①
P
診
一
b
ミ
箆
さ
職
油
締
帖
純
§
斜

　
匂
σ
q
幽
ぱ
簡
一
。
◎
醐
伊
ω
・
一
謀
．

⑪
峯
慧
ミ
§
題
鵠
弘
一
弧
。
。
舞
Q
。
λ
誌
ま
Y
（
一
N
①
O
）
．

⑫
一
八
五
〇
年
六
月
一
二
鼠
の
議
事
録
は
、
国
σ
窪
α
P
8
お
鰍
ρ
ω
・
（
謹
㊤
）
h
・
、

　
九
月
　
八
目
の
議
事
録
は
、
目
σ
雲
鳥
P
㊤
、
一
Q
Q
9
、
ψ
（
δ
δ
Y
（
δ
お
）
、
　
一
一
月

　
　
銀
漢
の
議
事
録
は
、
問
σ
①
コ
血
斜
ω
■
（
δ
画
O
Y
（
δ
α
㎝
）
、
｛
八
五
一
年
三
月
一
二

　
日
の
議
事
録
は
、
司
σ
①
富
匹
2
｝
9
ド
Q
。
障
”
ω
。
（
＝
窃
O
Y
（
二
α
Q
。
）
に
収
録
。

⑬
た
と
え
ば
、
カ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
「
会
報
」
の
工
号
（
一
八
五
一
年
）
に
、
「
ベ

　
ル
リ
ソ
近
郊
パ
ソ
コ
ウ
の
ド
イ
ツ
・
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
財
団
教
育
施
設
、
さ
も
な
く

　
ば
芸
術
と
数
育
学
の
関
係
」
と
い
う
論
文
を
載
せ
て
い
る
。
国
σ
o
p
α
ρ
一
堂
一
Q
。
q
鮮

　
ω
凸
（
お
。
。
心
Y
（
這
ミ
y

⑭
一
八
五
〇
年
の
協
会
員
日
録
国
σ
自
舞
、
8
お
㎝
9
ω
噛
（
誤
O
Y
（
誘
①
）
、
お

　
よ
び
五
　
年
の
協
会
員
目
録
国
σ
①
鼠
2
一
P
一
Q
。
q
鮒
ω
曜
（
＝
『
b
。
Y
（
置
刈
○
。
）
に
よ

　
る
。

⑮
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
市
区
の
マ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
ェ
ン
通
り
四
八
番
地
に
設
置
さ
れ

　
た
。
図
σ
o
掲
島
2
一
鮮
欝
α
ご
ω
¶
（
障
o
Q
Q
Q
）
。

⑯
国
σ
①
昆
p
。
。
し
。
。
窃
9
ω
・
（
り
お
Y
（
逡
ω
y

⑰
図
げ
①
議
ρ
8
謎
α
9
ω
●
（
ミ
b
。
Y
（
象
り
）
…
。
。
℃
同
。
。
α
9
Q
。
．
（
。
。
ミ
Y
（
。
。
零
）
吻
P

　
一
Q
。
9
℃
Q
Q
辱
（
リ
ホ
Y
（
δ
8
）
9

⑱
目
σ
・
邑
p
㊤
弘
。
。
9
、
ω
◆
（
㊤
卜
。
φ
）
幽

⑲
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
八
四
八
年
十
二
月
十
三
日
と
二
十
日
の
役
員
・
委
員

　
会
で
話
し
あ
わ
れ
た
。
国
び
。
薮
2
b
。
㌔
ド
◎
。
お
”
ψ
（
ω
8
）
開
国
σ
o
コ
α
ρ
o
Q
’
（
ω
一
〇
）
や

　
一
八
四
九
年
の
決
算
に
よ
れ
ば
、
中
央
協
会
は
而
方
と
も
一
八
四
九
年
一
月
一
日

　
付
で
支
払
っ
て
い
る
。
目
σ
①
＆
P
O
。
㌔
一
◎
。
蒔
ρ
ψ
（
激
○
。
）
’

⑳
国
9
a
ρ
㊤
弘
。
。
凱
P
ω
入
㊤
b
。
①
）
幽

⑳
同
げ
o
a
ρ
閉
。
器
国
。
お
。
ア
N
。
こ
‘
ω
．
（
卜
。
O
b
。
ω
）
㎞
累
・
器
蟹
g
σ
q
①
b
。
詣

　
一
。
。
沼
、
ψ
（
爬
紹
刈
）
．
ベ
ル
リ
ン
日
嗣
建
築
協
会
の
株
に
全
額
投
資
す
る
と
い
う
条

　
件
の
も
と
、
中
央
協
会
に
国
王
叢
金
の
の
こ
り
七
五
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
が
引
き
渡
さ

　
れ
た
の
で
あ
る
。
切
①
乱
。
畠
ρ
6
。
。
。
。
”
ω
・
怒
。
念
I
b
。
悉
．
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ドイツ三招革命前後の労働諸階級福祉中央協会（北村）

⑳
ミ
艦
§
ミ
§
恥
§
い
P
一
。
。
α
9
月
前
㊤
q
①
）
．

⑭
図
ぴ
。
二
段
裳
。
琴
団
g
σ
Q
。
旨
ム
。
藁
．
、
。
。
入
卜
。
δ
刈
Y
（
碧
Q
。
b
o
）
．

⑳
　
一
八
五
二
年
五
月
二
四
日
の
総
会
の
レ
ッ
テ
の
指
摘
に
よ
る
。
国
ぴ
。
＝
費
払
倉

　
一
。
。
給
”
ω
。
（
δ
り
α
）
■

㊧
国
艮
ω
8
び
琶
α
q
℃
閃
p
竃
蛍
（
一
星
σ
q
皇
民
8
薮
鉱
σ
q
冨
二
三
ω
．
に
潟
。

⑳
　
』
ミ
慧
職
、
§
粛
§
”
累
2
・
男
。
茜
Φ
一
望
㌧
p
細
‘
ω
’
（
b
。
O
b
。
刈
）
．
予
約
購
読
者
不

　
足
の
た
め
で
あ
っ
た
。
国
”
お
冨
げ
琶
σ
q
吻
同
算
♂
鼠
。
蔦
言
訳
α
q
§
血
目
げ
緊
喧
（
鉱
け
：
二

　
ω
．
一
刈
■

＠
」
§
§
ミ
§
偽
§
”
慰
℃
一
。
。
郵
。
。
●
（
δ
8
ソ

⑯
　
一
八
五
〇
年
に
つ
い
て
は
、
目
σ
。
註
ρ
反
発
9
”
ω
・
（
『
激
Y
（
謡
劇
）
、
一
八
五

　
一
年
に
つ
い
て
は
、
国
び
①
馬
弓
勲
H
ど
一
Q
。
0
ザ
ω
。
（
置
Q
。
α
Y
（
＝
Q
。
G
。
）
を
参
照
。

⑳
閃
σ
9
巳
p
H
払
。
。
儀
。
。
℃
o
O
．
（
心
刈
）
噛
。
。
払
。
。
お
、
o
Q
’
（
念
q
Y
（
酷
。
。
）
嚇
ρ
誌
㎝
ρ
ω
・

　
（
δ
H
o
）
㎞
屠
。
屋
岡
g
σ
q
⑦
ゲ
さ
。
、
。
ζ
‘
ω
．
（
卜
。
O
ω
O
）
h
∴
裟
窪
Φ
舅
。
茜
。
b
。
ム
㌧
o
。
噸

　
（
b
。
器
O
）
や

⑳
N
霞
O
①
ω
。
ぼ
。
節
①
α
霧
じ
づ
躍
伽
雲
気
α
Q
ロ
a
≦
諺
窮
軍
器
内
。
写
α
。
ω
O
鶏
珪
9
，

　
＜
韓
①
貯
の
ぎ
℃
話
賃
ゆ
。
嵩
団
鈴
『
ユ
霧
≦
〇
三
山
霞
碧
ぴ
。
陣
Φ
昌
α
o
冨
開
冨
ω
ω
o
詳
貯
”

ま
と
め
と
展
望

U
ミ
這
さ
鴨
き
菟
鳶
§
卸
謝
幽
ど
一
。
。
①
ω
嚇
国
会
除
¢
ぎ
コ
σ
Q
”
閃
簿
註
。
ご
琶
α
q
昌
議

↓
澤
賦
σ
q
H
内
甑
け
…
…
U
卑
O
①
昌
霞
巴
セ
Φ
お
ぎ
暁
貯
号
ω
≦
9
回
一
画
角
鴛
9
蹄
①
民
2

ヨ
器
。
。
呂
貯
9
鞍
7
識
σ
q
窪
目
澤
戯
σ
Q
冨
搾
（
一
〇
◎
繕
蒔
1
μ
○
◎
①
鼻
）
」
『
b
ミ
ミ
9
画
ミ
ー

瀞
爲
§
3
尉
．
ω
込
。
L
。
。
罐
ウ

⑳
N
ミ
跨
ミ
ミ
§
軌
9
ミ
ミ
㍗
番
ミ
謹
§
》
ミ
ら
§
蒸
唖
魯
偽
一
さ
ミ
叙
ミ

ミ
富
詩
§
譜
§
ミ
禽
軌
§
℃
ω
9
乍
ω
、
お
α
Q
。
”
ω
．
さ
。
㊤
b
。
。

⑫
登
簿
簿
浮
言
σ
q
b
同
暮
鼠
9
【
冒
コ
σ
q
琶
傭
譲
感
蕗
σ
Q
冨
界
一
ω
」
置
．

⑳
N
ミ
鶏
ミ
ミ
§
吻
9
ミ
噛
ミ
ー
§
§
義
：
二
切
血
」
I
N
ω
。
δ
b
。
」

⑭
」
§
§
ミ
§
鷺
斜
累
①
二
。
悶
。
お
①
b
。
み
お
錦
伊
ψ
（
漣
“
。
。
Y
（
さ
。
α
b
。
α
ソ

⑳
　
こ
の
会
議
の
審
議
の
模
様
や
綱
領
が
、
　
図
σ
o
p
α
P
屠
。
目
①
頃
。
お
⑦
“
。
ム
・
α
”

　
お
笛
。
。
り
ω
．
（
爬
◎
。
窃
ω
Y
（
悼
○
。
。
。
昏
。
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑳
国
ぴ
8
舞
、
ω
。
（
b
。
。
。
。
。
ら
。
Y
（
b
。
。
。
。
。
。
。
y

⑳
図
σ
・
邑
ρ
o
。
．
（
b
二
Q
。
Q
。
Q
。
）
．

⑱
図
σ
魯
審
、
Q
。
．
（
b
。
刈
謡
Y
（
卜
。
刈
。
。
卜
。
y

⑳
国
σ
。
巳
ρ
劉
⑦
話
周
。
茜
。
・
。
壷
H
。
。
胡
ρ
ω
。
（
N
O
Φ
0
）
－
（
8
。
。
。
。
）
．

　
以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
八
四
四
年
か
ら
一
八
五
八
年
ま
で
、
中
央
協
会
の
活
動
の
発
想
に
は
、
中
央
協
会
そ
の
も
の
か
ら
、

協
会
員
、
そ
し
て
地
方
協
会
に
い
た
る
ま
で
、
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
一
貫
し
て
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
精
神
的
・
道
徳
的
な
面
か
ら
の
労
働
諸

階
級
救
済
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
勤
勉
や
倹
約
な
ど
の
道
徳
的
・
市
民
的
価
値
規
範
を
、
非
道
徳
的
な
労
働
者
に
身
に
つ
け
さ
せ
、
そ
し
て

労
働
者
を
市
民
に
向
上
さ
せ
、
帯
民
社
会
の
有
用
な
構
成
員
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
革
命
や
労
働
者
の
暴
力
な
ど
へ
の
嫌

悪
の
感
情
も
見
ら
れ
た
。
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中
央
協
会
の
発
想
を
一
言
で
い
え
ば
、
困
窮
に
お
ち
い
っ
た
労
働
者
を
畠
立
的
な
市
民
に
か
え
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
問
題
の
解
決
を

は
か
る
態
度
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
発
想
は
、
ガ
ル
の
い
う
「
無
階
級
市
民
社
会
」
、
　
つ
ま
り
す
べ
て
の
人
が
自
立
的
な
市
民
と
な
る
社
会

と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
中
央
協
会
に
は
、
本
稿
で
対
象
と
し
た
時
期
に
一
貫
し
て
、
こ
の
「
無
階
級
市
民
社
会
」
と
い
う
社
会
像
が
見
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
労
働
岩
の
暴
力
や
革
命
は
、
こ
の
「
無
階
級
市
民
社
会
」
の
理
念
か
ら
す
れ
ば
、
存
在
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
こ
こ
で
い
う
市
罠
と
は
、
当
時
の
中
央
協
会
の
協
会
員
の
頭
の
な
か
で
理
想
化
さ
れ
た
「
市
民
」
で
あ
り
、
必
ず
し
も
歴
史
的
現
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
中
央
協
会
に
関
す
る
ロ
イ
レ
ッ
ケ
の
見
解
に
批
判
を
加
え
て
お
こ
う
。

　
ロ
イ
レ
ヅ
ケ
は
、
一
九
世
紀
中
葉
の
中
央
協
会
を
、
「
学
習
の
年
月
」
・
「
市
民
的
社
会
改
革
の
は
じ
ま
り
」
、
そ
し
て
「
初
期
自
由
主
義
」
の

典
型
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
う
ち
重
点
を
前
者
に
お
い
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
ロ
イ
レ
ヅ
ケ
の
評
価
は
必
ず
し
も
説
得
的
と
は
い
え
な
い
。

　
「
学
習
の
年
月
扁
と
い
う
場
合
、
当
時
の
中
央
協
会
で
も
っ
と
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
時
期
は
、
一
八
五
〇
年
の
組
織
再
編
成
後
で
あ
ろ
う
。

ロ
イ
レ
ッ
ケ
も
そ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ロ
イ
レ
ッ
ケ
は
、
こ
の
時
期
の
中
央
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て

い
な
い
。
実
際
、
こ
の
時
期
、
三
月
革
命
期
を
の
ぞ
く
と
、
中
央
協
会
の
活
動
は
全
体
的
に
低
調
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
会
報
」
に
掲
載
さ
れ

た
労
働
者
福
祉
提
案
は
相
互
の
つ
な
が
り
に
欠
け
、
三
月
革
命
期
を
の
ぞ
く
と
特
定
の
聞
題
に
つ
い
て
の
議
論
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
中
央
協

会
そ
の
も
の
が
、
労
働
者
幅
祉
に
つ
い
て
の
議
論
の
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
の
中
央
協
会
の
活
動
に
対
し
て
、
ロ
イ

レ
ッ
ケ
の
よ
う
に
「
学
習
の
年
月
偏
と
す
る
に
は
躊
躇
を
お
ぼ
え
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
、
本
稿
で
対
象
と
し
た
時
期
に
一
貫
し
て
、
「
無
階
級
市
民
社
会
」
と
い
う
発
想
が
、
組
織
の
上
部
機
構
か
ら
、

地
方
協
会
、
そ
し
て
協
会
員
に
い
た
る
ま
で
根
強
く
見
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
中
央
協
会
を
積
極
的
に
評
価
す
る
。
こ
の
時
期
の
中
央
協
会
を

動
か
し
て
い
た
論
理
は
、
の
ち
の
社
会
改
革
的
発
想
で
は
な
く
、
「
無
階
級
市
民
社
会
」
と
い
う
発
想
な
の
で
あ
る
。
中
央
協
会
を
歴
史
的
に
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評
価
す
る
に
は
、
こ
の
よ
う
に
お
さ
え
た
う
え
で
、
の
ち
の
時
代
に
も
視
野
を
の
ぼ
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ロ
イ
レ
ッ
ケ
の
評
価
は
、
後
年
の
社
会
改
革
に
つ
い
て
の
価
値
観
を
こ
の
時
期
に
も
ち
こ
ん
だ
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
一
面
的
な
も
の
と
い
え

よ
う
。
当
時
の
中
央
協
会
は
、
ガ
ル
以
降
の
ド
イ
ツ
「
自
由
主
義
」
研
究
の
脈
絡
の
な
か
で
位
置
づ
け
て
こ
そ
そ
の
意
味
が
は
っ
き
り
見
え
て

く
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
「
は
じ
め
に
」
で
の
べ
た
近
年
の
ド
イ
ツ
「
自
由
主
義
」
研
究
に
つ
い
て
二
点
ほ
ど
述
べ
て
、
本
稿
の
し
め
く
く
り
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
第
一
は
、
ガ
ル
が
、
「
無
階
級
市
民
社
会
」
を
維
持
し
た
移
行
期
の
改
良
主
義
者
の
支
持
層
が
狭
い
と
指
摘
し
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
ガ
ル
は
、
世
紀
中
葉
以
降
「
無
階
級
市
民
社
会
」
と
い
う
発
想
の
説
得
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
そ
う
と
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
す
く
な
く
と
も
中
央
協
会
に
つ
い
て
は
、
「
無
階
級
市
民
社
会
」
と
い
う
発
想
に
は

根
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
実
は
「
無
階
級
市
民
社
会
」
は
、
ガ
ル
の
指
摘
よ
り
も
強
い
説
得
力
を
世
紀
中
葉
以
降
も
も
ち
つ

づ
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
は
、
ガ
ル
の
「
堕
落
」
説
全
体
に
か
か
わ
っ
て
い
く
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
点
は
、
第
二
章
で
指
摘
し
た
申
央
協
会
の
政
治
的
立
場
の
広
さ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
無
階
級
市
民
社
会
」
と
い
う
発

想
が
、
必
ず
し
も
「
自
由
主
義
」
者
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
点
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
は
、
「
保
守
主

義
」
な
ど
と
の
比
較
の
視
点
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
　
こ
う
し
た
比
較
に
よ
っ
て
、
「
無
階
級
市
民
社
会
」
と
い
う
概
念
に
よ
る
、
従
来
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
は
ち
が
っ
た
、
当
時
の
人
々
の
発
想
に
つ
い
て
の
新
た
な
見
方
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
以
上
二
つ
の
点
は
、
本
稿
で
は
結
論
を
だ
せ
な
い
。
こ
の
二
点
も
ふ
く
め
、
労
働
者
福
祉
と
い
う
観
点
か
ら
一
九
世
紀
ド
イ
ツ

「
自
由
主
義
」
全
体
の
再
評
価
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
①
本
稿
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
特
定
の
地
域
に
中
央
協
会
の
協
会
員
が
集
中
し
て
い
　
　

の
ド
イ
ツ
「
市
民
」
晒
の
あ
り
方
の
解
開
や
そ
の
歴
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は

　
　
た
こ
と
や
「
無
階
級
市
民
社
会
」
と
い
う
共
有
の
発
想
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
当
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
　
時
の
ド
イ
ツ
「
市
民
」
の
実
態
の
一
面
を
提
示
し
え
た
と
思
う
。
し
か
し
、
当
時
　
　
　
　
②
　
Ω
既
ご
δ
胡
”
ω
●
ω
q
O
や
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Der　Centralverein　fUr　das　Wohl　der　arbeitenden

Klassen　vor，　wahrend　und　nach　der　Marzrevolution

VO工1

KITAMuRA　Masafumi

　　　Das　Hauptthema　der．jungen　Forschungen．茸ber　den　Libdra正islnus．　im

　19．Jahrhundert　i6t　die　Galls．Deutung．（1975）．．．　Gall　charakterisiert　daS

．Erwartung＄m6dell　des’ enihliberalismUs　der　ersten　Jahrhunderthalfte
　a正seih6　klass6nlose　BUrgetgesellschaft，　Urtd　Gall　beWeiSt，　daB　nach　der

Jahrhundettmitte　dex　Liberalismus　zur　bloBen　Klassenideologie　degene－

rierte．　Diese　These　ist．．auf　einige　Widef合prUche．． №?ｓｔｏＢen≧．Dieser

　Beitrag　versucht　den　Liberalis魚血s　um　die　Jahrhundertmitte　vo血Stand・

punk：t　der　Arbeiterwohlfahrt　zu　analysieren．　Der　CentralVet6in　fUr

daS　Woh1．　der　arbeit6nden　K：1assen． 魔盾撃戟@1844　bis　1858　wird　daf旋r　als

Beispiel　genomn：ien．　Als　Material　wird”Mittheilungen．． р?ｓ　C6ntral一

マereins．．fttr　da6　Wohl　der　arbさiteコden　Klassen‘‘verWandet．　Aus　dieser

　Aha1Yき61a3t．sich　6chlieBen，＝daB　der　Centralverein　dieser．Epochen．．mit

dem．’　Erwartungsmodell　der　klassenlosen．BUrgergesellschaft　durchge・

　drungen　ist．

　　National　Socialistic　Uniformity　in　the．

Social　PeoPle’s　Party　（Shakai　Taispt　T6）

　　　With　special　emphasis　on　the　Petit　bourgeois

by

KolzuMI　Hiroshi

　The　leading　faction　of　the　Sociai　People’s　Party　（Shakai　Taisya　T6）

led　by　chief　secretayy　As6　Hisashi　did　rnuch　to　further　national　sociali－

zation．　After　the　Sino－Japanese　War　began，　the　party・became　one　of

the　organizations　to　cooperate　in　the　wartime　system．　Before　the　war，

however，　national　socialization．　had　not　uniformly　penetrated　all　factions．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（475）




